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財団法入覚巻会は昭和10年「繊維来色に関する学術の進歩発展と淳風美俗の に貢献するこ

と］を目的として、創設以来多方固にわたる公益活動を展開いたしております。

tょかて応、繊維失色事業に関しましては委託形式による学術の研完や、学究者に対＇ずる研究費の

寄贈、更にぱ研究発閲に対ナる褒賞、奨励金の交付tょど広範囲にわfこって、きめ細か食活動を続け

てまし＼りました。

しかし心がら、昭和61年度よい従来の活動をより充実させるため、下郡西陣に宣誉会猷維染色

研究所を聞設し、太財団独自の学術研究を重ねておりまず。

この度、その肝完后励の一部を報告として公表し、仏くこ批半I]を信ぐ連びとなりました。

末た、設立の日も茂く、研究の内容は、個性ある各所員の仕事の庁論を記述ずるにとどまってい

るところもありますが、今後の発展を期待している汰第てありまず。

平成元年 4 月 1 日

財日法入 覚 誉 会

会長 松田長三郎
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天然染料の染色における金属塩の

媒染効果の研究

l 緒言

新井 清

1856年 w. H. Perkin は始めて人造染料モーブを発明した。これが端緒となって、合成染料による

染色の時代となった。天然染料による染色ぱ材料、染色法に人手をわづらわすこと多く、第二次世

界大戦後1ま優秀な人造繊絆の発明が成され、益々繊維、染色とも多是に合成品が世界を風靡してし、

る。ひるがえって、伝統工芸品への嗜好も経済力の復活と共に商まりつ入ある。現在貴重な工芸文

化財の補修には、古来の手法が要求され、また草木染め特右の風雅な色相が再認識されつ入ある。

本研究は古来の灰と灰汁の成分分析から絹糸の精練、晒白の基礎研究 1)の後を受けて金属塩の媒染

効果を追及し、金属の週期律表の位置にもとづいてその媒染効果を論考した。

2 実験

2. 1 材料

2.1. 1 試験布 Bombex 属の家蚕絹糸で織った精練絹布を用いた。木綿は天竺もめんを用い、

麻は参考として上布を使った。

2. 2 天然染料

2.2. 1 キハダ Phellodendron amurense Ru preは本州産のものを試料とした。黄色の皮部の

チップをミキサーにかけ細粉を用いた。（水分＝ 11.94%、灰分＝3.91％メタノール可溶分＝

19.9%) キハダ水溶成分を濃縮しアJレコーJレ不溶沈殿より水溶性多糖類を単離し 2）、この沈殿を追

及してラムノース、アラビ‘ノースおよびガラクチュロン酸より構成される複雑な多糖類てある事を

確かめ水解により重糖類2)を得て、さらに未知の二重の無水環を持つ重糖を分離しその構造を決定

している。 3) この多糖類はキハダ染色の劫剤であった。

2. 2. 2 アカネ． イラン産のセイヨウ・アカネ Rubia tinc torum 水分＝ 11. 71 ％灰分＝

5.43%、メタノール抽出分＝48.0％と Rubia cord ifora 日本アカネ水分＝9.73%、灰分＝5.43%、メ

タノール抽出分＝20.0％である。

2.2. 3 スオウ Caesalpin ia sappan. L.インド産の心村のスライスしたものを粉細して試料とし

た。水分＝11 。 10%、灰分＝l. 22%、メタノール抽出分＝ 12.55%

2.2. 4 クチナシ Garden ia jasminoides Ell i s は東亜特産の暖地植物である。晩春に咲く白花ぱ甘
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い盃を放ち初冬 1こ樅色の実を結ぶ。橙色の実は細紛して染料とする。水分＝］い］ 3%、灰分＝4,0臼％

メタノー）レ抽出分＝27.20％水解物の水溶性多柄類はガラクチュユロン酸を王佐とず：ヘテロ、寸：リ

ザ、Jカライドてあることを示し、キハダの多糖類と同じくこれが染色を易くずる閲刷て主ることを

確認した。

2.2. 5 カリヤス Miscan t hus tinctorium Hack.はイネ科 1こ属する草本てある。伊吹山庄の］）の

を用いた。水分＝9.81%、仄分＝5.97%、メク／ール可溶分＝ 10.00%

アルコー）レ不溶分からキシロースを主体としグルコースを随伴ずる多糖類の存在をご、ぷうカリヤス

染色の助剤てあることか判明した。

2.2, 6 ウコ‘1/ Curcuma longa しinn. ショウカ科に属する贄帯植物てある。地下茎に合まれる

Crucum in か黄色染料となり、カレー紛の原料である。

ゾャワ崖のウコンを用いた，，水分＝ 14.08%、仄分＝6.31%、メタノー］レ抽出分＝33.16%、熱水

抽出液のアルコール不浴成分から水解によってアラビノース、グルコースおよびグ）レクロン酸を検

出しこれらが水溶性多糖4) として含まれていることを確かめた。

2.2, 7 コチニール Cochineal は熱帯植物に寄生する阻繋脂虫 Dactylo pius Coccus の雌の分泌する

赤色色素を指ず慣用語である。色素は力）レミン酸て今世紀に入って D imro t h ー派 を決定し

た。メキシコ産の＝チニールを使用する。水分＝9.24%、灰分＝ 44.98%、メクノール可溶分＝

39.95％である。

2.3 染色実験と金属塩の媒染効果

2.3. 1 キハダ染色と金属塩媒染

500ml のビーカに60℃の温水200mlを入れ、黄壁10 gを木綿袋に収めたらのをi直け、 60℃の島浴中

にビーカーを保ち30分間色素を抽出する。

その抽出液に10x 10cmの絹および木聟布を入れ30分間染

色する。染色後、 5 X 5 cmの布をそれぞれ 4 枚づつに切断

し、 1 枚は 3 秒間水洗し 3 枚分は Alum 2 ％液、 Sncl, 

2 ％液および Sbch 2 ％液にそれぞれ 5 分間常温で浸した

後、無楳染の布と同様に水洗し風乾する。
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第 1 図 キハダ染絹布の反射率曲線
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2.3. 2 絹のキハダ染布の反射率曲線と測色値

4 枚の染布の反身寸卒曲線を第 1 凶に、測色値を弟 1 表に示す。

第 1 表 キハダ染納布の測色値

Mordant X y z X y 入 d Pe (%) 

な し 41.2 41 3 10.9 0.4421 0.4432 578. DC 69.5 

Al 40.3 39. 1 11.5 0.4433 0.4301 580. oc 66.4 
Sn 42.2 39.8 10.9 0.4543 0.4284 581. oc 68. 7 
Sb 42.5 40.4 12.l 0.4571 0.4255 580.5C 65.7 

第 1 図の各染布曲線は600 nm 付近で交錯している。その少し前の黄色部において Sn が最も深い

Hue の位置を占めている。第 1 表の測色値によって主波長581 nm を示している。刺激純度 Pe%

Al や Sb より大である。

2.3. 3 絹の西洋茜染布と日本茜染布の測色値

2-2. 2 のセイ三ウアカネと日本茜の色素含有景はメタ

ノール可溶分に格段の差があり且つセイヨウアカネと日本

茜のペーパークロマトグラフ 5)によって西洋茜はアリザリ

ンを主成分とするも日本茜はパープリンを含有しアリザニ

ンは認められない。西洋茜は Alum 媒体によって美しい深

赤色が得られるが日本四はタンニン質を多く含み澱粉を用

いて除いても浅緋しか得られたい。椿灰汁で媒染するより

もアカネ染色の媒染剤Alum 媒築か深い緋色を呈すること

が判明した。

2.3.3A セイヨウアカネ染布の反射率曲線と測色値

100 

4 
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680 700 

第 2 図西洋アカネ絹布 (Al 媒染）の

反射率曲線

第 2 表 西洋アカネ絹布 (Al 媒染）の測色値

染色図数 X y z X y 入 d Pe (%) 

1 28. 15 20. 1 11. 8 0.4688 0.3347 603. 6C 47.8 

3 20.0 13.6 7.1 0.4914 0.3342 605. 4C 53.7 

5 0.5000 0,3277 608.3C 54.3 

セイヨウアカネは Alizarin の含有量多く三度贄め重ねると充分深緋色が得られる測色値で示され

ている。
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2.3.3B 日本アカネの反射率曲線と測色値 0
1
~
ｭ

。

日本アカネ 0)染色ば と此餃すると格段0ー）差かあり

廷喜式に用いたアカ文ぱ中国芦（｝）五策茜を栽培して染色し

たと考えられる。山野に自生する四曼のアカネ 1まアリサリ

ンを含まtよいのが染色の色相の劣る原因てある。

日本四の反射半、主彼長を一見して四菜苫の色閲の弱さ

が判明し Pe の低いことぱ染めを下ねても効果の得られtょ

いことが認められる。
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第 3 図 日本アカネ絹布 (Al 媒染）の
反射率曲線

第 3 表 日本アカネ紺布 (Al 媒染）の測色値
～ヽ・

絹布染色回数 X Y z お y 入 d Pe (%) 

1 48. 5 45. 9 31. 6 0.3849 0,3643 583.4C 32.7 

3 44.2 41.7 28.6 0.3860 0.3642 583. 6 C 32.9 

(゚ 

36.7 34.3 22.6 0.3921 0.3665 584. 4C 35.1 

10 27.5 25 2 14.0 0 4123 0.3778 584. 8 C 43.8 

20 13.7 11.3 6 。 2 0.4391 0.3622 592. l C 46.6 

2,3, 4 スオウ染色実験と金属塩の媒染効果

南万産のスオウ粗粉10 gを沼浄tょ木綿布に包み、蒸曾水

100mlを入れた300mlのビーカ中には1ナ沸とう

聞色素を袖出する口拍出液を去り、さらに 100m［蒸留水を

加え、同じ条件の下に第 2 回の抽出を行ない、抽出液を合

わせて染液とした。

后切放ち

矢0) l 校と

布を浸し沸とう湯沿上て30分閏染色し 5 x 5 cm の布応風乾 30 

て30分

I'‘ 、 15 X 20cmの絹

5 分閂 1 校づつ浸して煤染し無媒

って匠＼乾した。奴贄液ぱ第 4

70 

反

吋 6 t1

半
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吟 5l.]9 - Al 

40 
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20 

の合属塩いの 1 ％戌ぢ用いた。 I}fi Cr ば応鮒度が低いので

0.5％汲である。

4SO 589) 

波長 (mn)

6 8 11 
700 

第 4 □ スオウ染絹布 (Al, Cu 媒染）の

反射平曲線
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第 4 表金属媒染剤 (Met all ic mordants for dyeing test) 

Constituent Formula of Salt Ionic Color 
Grams per 
100ml(%) 

Al (iii) 氏SOi Ab (SOか 24比0 1.0 

Cu (Ib) CuS04 • 5H心 blue 1.0 

Sn (iv) SnCl, • 3H心 1.0 

Pb (iv) Pb (NO3)2 1.0 

Sb (v) SbCI, LO 

Bi (v) B1 (NO辺• 5H心 1.0 

Mo (vi) (NH心 Mo102 -1 .4H心 1.0 

Cr (vi) CrCb green 0.5 

Fe は FeCl1 yellow 1.0 

Ni 紺 NiCic green 1.0 

Co 紅 CoCl2 pink 1.0 

2.3.4. 1 スオウ絹染布の反射率曲線と測色値。

Al 煤染布は主波長618.9mm 、 Pe 56. 4％の光沢ある赤色を現わし、灰汁媒染に優る。 Cu 媒染布ば

下方に位置し493mmで野色の補色となる。

第 5 表 Al, Cu 媒染絹布の測色値

試料

Al 媒染

Cu 媒染

X y
 
z
 16.37 10.22 5.28 

10.13 8. 88 9. 66 

立： y
 0.513 0.321 

0.353 0 。 310

入 d Pe (%) 

618.9C 56.4 

493 C 12.5 

第 6 表 Sn, Pb, Sb, Bi媒染組布の測色値

試料 X y z X y 入 d Pe (%) 

Sn (iv) 10.30 6.75 3.45 0.502 0.329 60900 48.4 

Pb (iv) 4.11 3.31 2.99 0.394 O 。 318 610.0 22.2 

Sb (v) 15.25 10.96 4.64 0.394 0.355 590.0 32.9 

Bi (v) 8.22 5.58 3.52 0.471 0.322 615.2 44.l 
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2.3.4. 2 第 5 図は Sn 、 Pb 、 Sb および Biの反射率

曲線を第 6 表はその測色値である。その曲線と測色値で明

らかに Sn より Pb が色濃く、 Sb より Biがさらに濃色で

あるが Pe 値ぱ低くたる o lV 族と V族金属イオンでに原子

量の重いものが軽いものより濃色に染まっている。
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第 5 図 スオウ染絹布 (Sn, Sb, Bi, Pb) の

反射率曲線

2.3.4. 3 クロム、モリブデン、ニッケル、コバルトおよび鉄媒染布の反射率曲線と測色値。

Co と Ni反射率曲線はクロスし最上に位置する。 Mo は

中間に Cr は下段に位置し Fe は最下段に位置する。測色 反 70
射
率 60

。
よ

。ー

値は Mo と Ni, Co が高く Mo は深赤色、 Ni, Co ほ鮮やか
ら

な緋色を示す。有色の金属塩は紫、黒の色相を付与するの -50 
は興味深い。 40, 

30 

20 

JD 

Co 

Ni 
Mo 

C, 

Fe 

480 

_!___ 

580 
波長 (em)

680 700 

第 6 図 スオウ染絹布（Mo, Cr, Co, Ni, Fe) の
反射率曲線

第 7 表 Cr, Mo, Ni, Co およひ Fe 媒染絹布の測色値

試料 X y z X y 入 d Pe (%) 

Cr (vi) 9.08 7.93 7.22 0.337 0.300 497C C 入 C)l l. l
Mo (vi) 9.06 6.32 3.42 0.481 0.336 604.5 51. 2 
Fe (1哨i 4.05 3.98 4.97 0.312 0.306 556c 4.61 
N1 （噌 13.07 9.88 4.06 0.483 0.365 596.5 56.4 
Co 綸 14. 37 11. 61 5.66 0.451 0.366 592.4 50.7 
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23.5”1 クチナシ絹染布の反射率曲線と測色値

第 7 図に (Al およひ Cu) の媒染布の反射率曲緑を第 8 哀にその測色値を示す。

第 8 表 Al および Cu 媒染絹布の測色値

試料

Al 媒染

Cu 媒染

X y
 
z
 38.20 36.57 5.18 

35.64 34.61 5 口 71

7

8

 

5
6
0
 

4

4

 

." 0

0

 

7

9

 

7

6

 

4

4

 

&• 0

0

 

入 d Pe (%) 

580.0 89.9 

579.8 80.3 

Al 媒染および Cu 媒榮の反射率曲線ぱ主波長付近の吸収は大差無く意外に刺激純度は高い。

Al 媒染布ぱ椎子色、いわゆる平安期の萱草（くわんぞう）色てあり Cu 媒染布ぱ帯緑黄色となる。

参考に染めた木綿にもこの傾向を帯びる。

A
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町

400 』:80
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70 Sa 
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q、j 6 1) 

580 681] 700 480 580 680 ?{IO 

咬品 [nm)

第 7 図 クチナシ絹染布 (AL Cu 媒染）の 第 8 図クチナシ絹染布 (Sn, Pb, Sb, Bi 
反射率曲線 媒染）の反射率曲線

2.3.5. 2 錫、鉛、アンチモンおよび蒼鉛媒染。

第 9 表 Sn, Pb, Sb, Bi媒染絹布の測色値
9・

Metal X y z X y 入 d Pe (%) 

Sn 40.44 38.85 6.17 0.473 0.454 579.5 79.l 

Pb 38 。 30 37 011  6,78 0,465 0.451 579.0 80.6 

Sb 39.00 37 。 63 6.33 0.470 0.453 580.0 80.6 

Bi 39. 76 38 。 14 5.87 0.474 0.455 579.2 79.1 

ヽ
ー
ノ
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8 口は 41面の媒染布の反射率曲線を示し第 9

訓色伯である。 4 本の曲線は近接している。週間律表の r{

族の Sn と Pb をにると原子量の重い Pb が下万にあり V

放の Sb と Biは黄色吸収舟付近で cross しており共に

Pe(%) に高い。

2.3,5. 3 クロム、モリフデン、二yケル、コパルトお

よび鉄媒染：第 9 図ば 5 柾の歪属媒免布の反射率 1J l1 線を示

し第10表はそれらの閏色値を掲げている。
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／
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第 9 図 クチナシ染絹布 (Cr, :¥1o, Fe, 

Ni, Co 媒染）の反射率曲線

第 10表 Cr, Mo, Ni, Co, Fe 媒染測色値
--- "' し？こ’”べて←—A—.r -----Jー一． ，ダぶ？上＼，．． ー←｀・一＇―-鳥ぃ→→→ 9 •9 ー· ---—- - --- ’ • l l•• 吐—ふ.,_ーて " ギメ F’

試料 X y z X y 入 d Pe (%) 

Cr 37.02 35.99 5.56 0.471 0.4.58 579.2 79.1 

Mo 39.89 38 47 6,62 0"469 0. 452 580 0 79 。 1

Fe 27.47 27.80 6.61 0.443 0.449 577.3 71.2 
Ni 39.82 38.34 5.90 0.473 0.456 579.2 79.l 

Co 37.83 36.37 5.48 0.474 0.456 579.2 79.l 

これら週期律表の VI 放と＼且族の金属類ぱ黄色波長570~5

90付近ては Fe 以外は近接し染布は舟縁色である。 Fe は

Pe 71. 2 と低くオリープ色である。

2ふ 6 カリヤス染色実験と金辰塩の媒染効果。

2.3.6. I カリヤス染液と絹布0)染色

カリヤス刷片 10 gをタチナシ染液の揚合と同極条件で築

液を調製し絹布15x 20cmを染色したn

2.3.6 。 2 カリヤス染絹布の反射率曲線と測色値。 2.3.

6 。 1 の染布はクチナシ染絹布と同様に処置して、 11種の金

属塩て媒染した。

反

射

Al 

m, 

Cs 

480 

岐長 ("m)

680 700 

第 10区 カリヤス絹布 (AL Cu 媒染）の

反射率曲稼
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2.3.6. 3 カリャス染絹布 (Al, Cu 媒染）の反射率曲線と測色値。

第11 表 カリヤス絹布 (Al, Cu) 媒染の測色値
~ ~ ~一

試料 X y z X y 入 d Pe （り6)

Al 41. 41 44.12 18. 85 0.396 0.422 574.0 53.4 

Cu 33.22 35.56 14.80 0.397 0.425 574 。 1 54.0 

アルミニウムおよび銅媒染の反射率間様ほ Al の curve 100 

ほ Cu の curve の上方に位置し測色｛直の主波長1ま近似して

いるが I • C • I color Atlas の色相は N5 応 Y18 を示し黄

橡（きつるばみ）である。
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第 11 図 カリヤス絹布 (Sn, Pb, Sb, Bi 

媒染）の反射率曲線

2.3.6. 4 錫。鉛 C アンチモンおよび蒼鉛媒染

第12衷 カリヤス絹布 (Sn, Pb, Sb, Bi媒染）の測色値

試料 X y z X y 入 d Pe (%) 

Sn 53. 45 53. 51 41. 7 4 0.359 0.359 579.5 24.7 

Pb 40.42 42.80 22.21 O 。 383 0.406 574.7 43.9 

Sb 47.53 48.09 34.72 0.364 0.369 578.6 28.7 

Bi 46.61 48.30 31.41 0.369 0.382 575.7 34 。 1
~べ～

第 11図の反射率曲線のうち週期率表第N族の Sn と Pb は原子蘊の重い Pb が下方に位置し第 V

族の Sb と Biは黄色吸収菅付近で cross する状態はクチナシ媒染の場合と良く似ている。クチナ

｀ンはカロチノイド色素、カリヤスぱフラボソ色素の黄色色素であるが構造上の差異よりも金属媒染

剤の効果が見られる。第12表の測色値を見ると Sn と Pb か橙黄色、 Sb と Biが黄色である。特

に Pb は N4 応 Y14 の色相で美しく Pe(%) も 4 者の中で一番高い値である。
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2.3.6. 5 クロム、モリブデン、ニッケル、コバルト、および鉄媒染。

第13表 カリヤス絹布 (Cr, Mo, Pe, Ni, Co 媒染）測色値

試料 X y z X y 入 d Pe (%) 

Cr 31. 18 31. 70 11. 50 0.419 0.426 577.5 58.9 

Mo  40.55 40.78 14.23 0.424 O 。 426 578.0 60.6 

Fe 14.84 15.40 11.17 0.358 0.371 575.7 27.7 

Ni 14.65 46 17 31.98 0.363 0.375 876.0 30.2 

Co  12.13 43.13 29.19 0.368 0.376 577.0 32.0 

第12図の週期率表 V1 族の Mo とVil[肢の Fe か反射率曲線

において特異な軌跡を示す。 Mo は黄色波長570-590 mn 、

付近で急上昇して、 Ni, Co の曲線と cross している。 Pe

％は60％で I • C 。 I color Atlos の色相は Ns R11 Y1,1の明

るい黄土色であって Cr の朽葉色、 Niや Co の褐黄色と格

段の美しさを示す。 Fe は N18 凡 Y15 の茶褐色を示し主朝

色名の柴（ふし）に近い。
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第 12図 カリヤス絹布（Cr, Mo, Fe, Ni, 

Co 媒染）の反射率曲線

2.3. 7 ウコン染色と金属媒染

2.3. 7. 1 クチナシ、カリヤスの染色と同じ処方で絹染布を得てこれを金属媒染の試験布とした。

2.3. 7. 2 ウコン染絹布 (Al, Cu) の反射率曲線と測色値

第13図におして Al の曲線は Cu の曲線の上部に在っ

て、主波長は黄色部の中央に近く Pe ％も 80％にせまる

Cu は緑色を帯び純度もキハダ、クチナシ、カリヤスより

も高い。
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第 13図 ウコソ染絹布 (Al, Cu 媒染）の

反射率曲線
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第 14表 ウコソ絹布 (A1, Cu) 媒迩の測色値

媒染剤

Al 
Cu 

x
 

y 
z
 50 。 10 53038 8028 

37 0 83 4L 75 7 o 92 

ぇ‘
y
 0.4483 0.4776 

0.4328 0.4772 

入 d Pe (%) 

576.0 79.46 

574.0 76.11 

2,3. 7. 3 ウコン染絹布 (Sn, Pb, Sb および Bi)の反射率曲線と測色値。

第 l5表 ウコン絹布（Sn. Pb, Sb, Bi媒染）の測色値

媒染剤 X y z X y 入 d Pe (%) 

Sn 51. 74 53.83 9.91 0 4483 0"4650 576.6 77.58 

Pb 48.00 51.14 11.04 0.4361 0 。 4638 573.6 74.11 

Sb 53.26 57.85 11.09 0.4358 0.4734 574.8 76.79 

Bi 49.28 52.41 10.89 0.4377 0.4655 575.3 74.11 

この図も Sn より Pb の curve は下方に在り原了量の重

い金属の傾向は共通している。第 V 族の Sb と Biしま黄色吸

収帯付近でクチナンやカリヤス染布では曲線が cross した

がウコンでは緑色部で交わる。測色値の表15を見ると Sn

と Biは檻色を恰び、 Sb と Pb ぱ緑色の勝つた緑黄色であ

る。それらの Pe は既述の黄染めより屁い値である。
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第 14図 ウコン染絹布 (Sn, Pb, Sb, Bi 

媒染）の反射率曲線

2.3 。 7. 4 ウコン染絹布の (Cr, Mo, Ni, Co および Fe 媒染の反射率曲線と測色値）。

第16表 ウコン染絹布（Cr, Mo, Ni, Co, Fe 媒染）の測色｛直

媒染剤 X y z X y 入 d Pe (%) 

Cr 45.81 48.33 9.59 0.4416 0.4659 577.8 81.25 

Mo 40.29 39.04 6.83 0.4676 0.4531 578.3 81.42 

Ni 25.27 24.24 7.53 0.4430 0.4250 575.3 68 。 14

Co 48.83 52.67 13.33 0.4253 0.4587 574.7 69.64 

Fe 41. 38 42. 70 9.08 0.4442 0.4583 576. 0 74.11 
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第15図の反射率曲線を見ると鉄は最下方に在って Ni,

Co, Fe の三つの祖元云の Pe%は Cr, Mo に較べて低い値

である。 Cr と Co Iま緑に近づき Fe は褐色である。 Cr と

Mo は色相は緑色で Pe 値は高く 81％を over している。
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第 15図 ウコソ染絹布 (Cr, Mo, N,, Co, 

Fe 媒染）の反射率曲線

2.3. 8 コチニール染色と金属媒染

2.3.8. 1 クチナシ、カリヤス、ウコンと同じ処方で得たコチニール絹染布を試験布とする。

2.3.8. 2 コチニール染布（Al, Cu) の反射率曲線と測色値。

第17表 コチニール染絹布（At Cu) 媒染の測色値

媒染剤

Al 

Cu 

T
i
し
一

l
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y 
z
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必' y
 0.593 0.329 

0.575 0.339 

入 d Pe (%) 

609.3 79.87 

606.0 77.40 

図の Al と Cu の曲線は近づいて両曲線が交差している

のほ興味深く表の上波長ぱ609.3 nm と 606.0の深紅色を呈

している。 Pe ％が Al が高く Al 媒染の布は光沢が著し
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第 16図 コチニー）レ染絹布 (Al, Cu 

媒染）の反射率曲線
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2.3. 7. 3 コチー一）し絹染布 (Sn, Pb, Sb および B[) の媒染

第 18表 コチニール染絹布 (Sn, Pb, Sh, Bi媒染）の測色値
E一9=:、‘"-~~”— ·m

．、

=•一

媒染剤 X y z X y 入 d Pe (%) 

Sn 25.42 14.20 2.27 0.607 0.338 607. 6 83.11 

Pb 15.78 9.56 2.10 0.575 0.349 603.7 79.02 

Sb 22.14 12.62 3 02 0.586 0.334 608.8 79.19 

Bi 9.51 5.62 1. 81 0.558 0.330 610.0 83.67 

17図の反射率北舷の Sn と Pb は同じ W 族てある。コチ

ニール染色でにーつの curve Iま近接しているかその鳳染効

果は同じ傾向を測色伯と Pe に見られる。 Sb と B i

V 族であり、反射率曲線は500 nm 付近で近接しているが

580 nm から curve は上下に開く。表18の主波長で見られ

る如く Sn ぱ深紅色で美しい。Pb ぱ暗赤色である。 Sb と

Biもこれに似ているか Biしま深赤色を与える。
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第 17図 コチニール染組布 (Sn, Pb, Sb, 

Bi媒染）の反射率曲線

2.3. 7. 4 コチニール絹染布 (Cr, Mo, NI, Co および Fe) の媒染。

第19表 コチニール染絹布 (Cr. Mo, Ni, Co, Fe) 媒染の測色佃
~―~ ~— . 

媒染剤 X y z ユ： Y 入 d Pe (%) 

Cr 25.09 17.71 6.60 0.508 0.358 598.4 61.18 

Mo 37.18 24. 23 7.22 0.542 0.353 599.8 22. 79 

Ni 22.68 13.85 4.38 0.557 0.337 604. 0 71. 83 

Co 12.50 8.57 4.27 0.493 0.338 604.1 53.52 

Fe 3.98 3.27 1.30 0.465 0,382 590.1 58.68 
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図 18 は第V[族の Cr と Mo、珊族の三つの組元素の

curve である。 Cr と Mo は糧放の上部に位置し Niと

Co は460~540 nm 付近で 2 度交叉している。 Fe は既往の

スオウ、クチナツ、カリヤスの金属媒染と同憬に最下底に

変化なく延びた曲線を与え、コチニールも同様である。表

191ご示される主波長は低く重金属の Pe ％伯ぱ既往の染布

に較らべて小さい。コバルト媒染布は紫色に近く、鉄は木

綿や麻では灰色である。
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第 18図 コチニール染絹布（Cr, 飼o, Ni, 
Co, Fe 媒染）の反射率曲線

3 実験結果の考察

キハダ、アカネ、スオウ、クチナシ、カリヤス、ウコンおよびコチニールを用いた11種の金属塩

の媒染効畏を実験した。その結果次の事実が判明した。

l. アルミニウムは染料本来の色を濃くし、染布に光沢を与える効果が認められた。

2. 銅は黄色染布！こ緑の Shade を与える。

3. 週期律表l\I族の Sn と Pb、 V 族の Sb と Biは原子菫の重い金属塩が濃色を与える。

4 . 週期律表VI族の Cr, Mo、\/ilI族の Fe, Ni, Co はこれら金属塩の水容液の色相の淡いものか反

対に濃い色相を付与するものである。

終わりに色彩測定にあたって機器使用の便宜を与えられました住友化学工業株式会社大阪製造所

色彩研究室 村田幸男室長に厚く御礼を申し上げます。
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日本の織物と染色 C 1 J上代篇

新井 清

緒言

『魏告倭入伝』 1 の記事に「禾稲、苧麻を値え、蚕桑紺綬し、細苧、糟綿を出す」とある。 3 世紀

の日本人が稲作をやり、カラム、ン、アサを栽培して細かく丈夫な糸を得たことと、養蚕をして、精

練した平織りのカトリを得ている。さらに、魏の正始 4 年の條には「倭王復遣使大夫……•上献生

ロ倭錦給青繕用布」とあり、倭錦の文字に注目される。日本人は平組織から綾織りの技術をマス

ターして、色糸を自在に使って錦織りの高度の工芸に逹したことが判且月する。この事実は絹の精練

漂白と染色の優秀さを証明している。本稿は記紀、万葉の歌謡の持つ寄物陳思の描写と、古代染色

研究の裏付号を以て執策を期している。あわせて、飛鳥、奈良朝から平安期中期に至る染織技術の

進歩と普及について述べる。大陸から将来した文物を国土に移すと気象と風土に順応し、これを利

用して日本化Japan ize するprocess は学徒に益すると思う。

l) 飛鳥朝・奈良朝の織りと染め

a) 樹皮繊維：フジとクズ：ともに低木性の蔓を早春に刈り、皮を剣き、釜中の沸とう水に投

げ入れて煮る。これを取出して外気に晒して瀕白し糸状の繊維を採って織り布とした。繊維

は祖大で平織りだけである。特に藤布は票白しても談褐色である。『万葉集』 3 -413、 12-

297]によって海入り）塩焼きの作業衣であった。藤玄（ふじごろも）と名は優雅である。クズ

に草本であり繊紺は木灰と煮ると景白されて談黄色となり庶民の平服として愛用された。中

国の『詩鰹』国風。周南扁の葛単（かつたん）の詩は有名である。紀元前千年、黄河上流に

住んだ若い娘が、葛を刈り、煮て糸を取り、織って着ることを詠んでいる。『万葉集』 7-

1346の大和撫子の歌も可憐であろ。

b) 靱皮繊維：アサとカラムシ

広義に麻と称しているが、 日本で用いたの 1ま大麻である。カラム、ンはイラクサ科の多年性

楡物てあり、熱帯地方に産するラミーと同系のものてある。夏から秋にかけて、その茎を取

り、皮を剥ぎ、水に漬け繊維をほぐし、日に晒して漂白する。麻布、苧麻布はともに繊維は

細く、しなやかで肌ざわりは良く、夏季の衣料として上下ともに之を愛用した。『万葉集』に

ぱ麻の歌が31首あるが、苧麻とも判じられるものもある。東國ことに常陸は古くからの名産

地てあり、麻に関する記事が『常陸風土記』に多く見える。『万葉集』巻14は東歌て、常陸の
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記の歌に次の 1 首かある。

筑波崩に雪かも降らる 否（伊奈）をかも愛しき児らが布乾さ九るかも 巻14--3351

東の素朴な方言を織りこんで、かも、かも、と疑問体の構成に見えるが、詠嘆のニュアンス

け「雪かも降らる」に在って筑波山 1こ雪が降って見事な雪景色を展出している。「合をかも」

に降っていなしかも知れないと醇択しても、雪は地上に積もっていて、「愛しし泣良か、雪晴

れに、布の言晒しをするのであろうことよ」。これは苧麻の布の雪晒しの歌と解釈する。

現在は越後の六 H 町に無形文化財の指定を受けて、命詠保っている「越後上布J。これは苧

麻の矛て織った布吃ン、夜は寒冷な水中に漬け、訂れた日中は積宙の上に広げ、陽光の紫外線

て布に付着した不麗物を分解させる。雪の融解をも

利用して、布を純白しこ凛白するのである。すでにロ

伝て千年を越える伝承と言われて居り、江戸時代は

も盛んで、その状ば鈴木牧之苫『北愁雪譜』にく

わしく述べられている。蛾維類の漂白のうち、「雪

晒し」はわが匡で創始したものである。冬の風土に

し、水分を含む詞質食品を凍結させ、乾燥させ、

保存食品に変える〈寒天〉〈高野豆腐〉の発明も後代

になるが、気象と温度変化に順応した日本の技術 2

である。第 1 図に末晒し苧麻布と雪晒しの上布の反

射率の測定結果を宗ず＂

c) 蛋白織維ー綱

90 

---/--~i 

/ 
／雪晒上在 Yl 015 

反 70 「 //,, ナダど

80 

゜ 第 1 図 越後上布の雪晒し効果

桑の葉を食害する虫から絹を発見した古代中国人の英智はすばらしい。さらに精練洒白の

手注と祖まって染色□芸の粋を生んだのである。『周孔考工記』®1こよって、その精練漂白を

うかがってみよう。

「錬絲以戊水 温其絲七日 去地尺暴之」浣水ぱ濯水と同じく温水であり、末晒の生絹糸

を温水 1こ浸して菜らげる。つぎに「書晏諸日 夜右話井七日亡夜 是謂水凍I 日中｝ま日に

晒し夜は清水に認し、，七日間票白する。さらに、この漂白絹糸て織った布を次の操作に移す。

「凍吊以欄為灰 渥淳其用 諸官澤器淫之以蜃J欄太を灰にして温水に溶かした灰汁に布

を漬げ、白滋の器の覧と蛤の白さまで精練することを説くのである。

凛白した糸を平籠りした布をわか国では飛鳥詞以来、維と名付けアノギヌと訓んだD また

荒妙アラタニの倭言葉が有って、精練した 1k,のは和妙ニギタニと呼んだ。『日本書紀』巻29お

よび巻30には、しばしば施を諸臣に賜る記事がある。巻29の天武天皇紀に「13年春正月甲申

削庚子、三野県主、内蔵衣縫造の二氏に、姓を賜ひて連と日ふ］とある。宮廷直属の内蔵寮、
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宮：こ設げられたことにtよる。飛烏京J:化と籐原京址一体を1原検④して、染殿

めとの）〇適地てある｛条件を昇ねると、北に山を負い、北風を防ぎ、南向きて日当九り

良く、さらiこ水の佗の良し、場所は香具山の出据1こ紋られた＂

きて るらし □砂の衣乾したり 文の雪只山 1 -28 

胄莫着葉の舌具 I・りをハ，｝クに白妙の；年か、初夏の閲に口＜輝いている景かパyと眼に映る

名歌てある。i'王国原の宮の巖殿の口廊を巡り北を望まれ、．諒0) 中！こ白鋼 0)布かあさやかtょの

を眈められ御心の琴線か高嗚り堂々たる絶旧か生まわたと鮒釈される。巻30持統天皇杞「朱

烏 4 咋 (690) 3 月・・・・..朝服は、／争大言己下、）ム訊□上に 1文黒紫、fげ入参己下、

血八級緋、

公卿百寮入等、

ぱ黄の衣、

務八級は浅緑、追八級に 1ミ誓厚、進八級に 1ま浅

て新し~き朝脱を着る」とある。 7 年春正月にに

ることになる。 、

ぅ
ノ

国て以ニジプトては地中屈庁のチ）レ貝の分泌液から紫色素を得て用いた。中図て

ら湿湯て色素を抽出し灰汁を媒免閏として隣練し仁絹を染め上げた。根気と披

術を要する染色てある。赤紫は烏梅（うぱい）を用いて災液を酸性1こして仕上げた色合いで

応る。『万葉集』巻12には古伐の歌垣の伝試を受け紅いだ面石櫂市（つばいち）において

された、ロマンの香りに麗ちた男女の歌が収められている。有名危「紫ば灰指すものぞ」と

若者が娘に呼びかけ「たららねの応が呼ぶ名は」と娘が若者に答えた歌てある。

紫者灰指者首誨石溜市之八十筒翫相兄哉詮巻12-3101 。

足千根乃母之召名乎雌白 路行人乎款跡知百可 （巻12-3102)

若者の問い応ば、 ；＇紫茉は仄指しを行って染めるものだ。ゆかりの椿市で会った娘の名を

閂うのである。娘の応答もオ気に満ちて“たらちねの舟が呼ぶ名は有りまずか行きずり

と知って名乗るのですか‘?’'絹を l春の灰1tて精練することを娘ら知っていたのである n

飛烏朝から奈良朝間の紫染めを追試して玄の事宣を筆者は確尻した。

1 晩漬｛土翌日は日に干す。

り第 2 図が得られた。

る。日

るのはセリシンか溶げ出し、次

第に増菫するのば灰汀中のア）レミナを吸着し半月て精練されることが灰汁や絹布の分折て判

明した。また紫根を温湯に浸し色素を溶出させ＼その液中 1こ絹布を浸し染めると第三凶の染

布の反引率曲祝か得られ25 日で濃厚）ごょ紫染めか完成した事を確認⑤した。平安判 1こ至って仄

汁による絹の間練を「灰汀蝕り」と『延喜式』に記している。「灰指し」⑥ば万葉時代の「仄汁

紬り」の古語てあったわけてある。

-1 9 -
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第 3 区 紫染絹布の反射率曲線

『緒日本紀巻 2 、文武帝の大宝元年朝服規定は上位から黒紫、沈紫、探緋、浅緋、探緑、

浅緑、深条患浅翌となる。緋色が深と浅の二色とばり染色技術の向上が判明する。禄色は藍

と黄の交染で得られるから古代の染織文化の比較0)尺度にも成っている。『万葉集』に詠ま

れた色名を分類⑦すると全歌中 12.4％が色彩を現わし、その中の白が36.3%、赤ば35.9％と

信（中している。黒が10.36%、青は10.32%、紫は4.1%、黄は1. 6%、綬は0.9％である。縁が

上昇するのは平安期以後の歌集である。「白衣紅裳」は上代婦女の好む代表的な衣裳であっ

た。奈良朝に覆り、和銅 5 年秋 7 月の元明紀に「二十一国始織綾錦」の記事がある。國0)半

ば近く綾や錦を徽り始めたのである。

2) 平安朝期の織リと染め

平安京に長岡言から遷都（794) 後に廷匿23年 (804) と承和 5 年 (838) 遣唐使か派遣された

が唐は乱れていた。醍醐帝の勅によって廷喜 5 年『廷喜式』⑧の編さんが着手され廷長 1 年

(923) に完成。度量衡まで唐制⑨fこよったが、唐 I·ますでに亡んでいた。しかし奈良開以後 137

ら離れた国風が染織工芸の面て。この律令の書中て見られる。まづ「巻24、主

について調として諸国から者閃こ集まる絹糸、生絹布および絹布ば、ほとんど全国に亘っ

ている。さらに平織から綾織りの布を産しているのてある。綾織りの穂類ぱ 8 種さらに羅か 4

種錦に近い二色織りを数えることができる。綾の名称は一稟綾、二窒綾、三窟絞、七稟綾、

薔薇絞、小麹鵡綾、呉服綾、砥核綾で東面道と山陽道からの上納か日fこっている。平安大内製

における繰りの実態を巻30 「織部司」の記事によると、冠羅、雑羅、紗0) ようぢ薄手の紺織物

が少し織られ、諸閲の調で充足されていたと見える。

罹を収めていたのは冠薙は尾張国と伊▽國の二国が最も多くその他五閾と汰っている。綾織

りは諸国調進の種類で足りていた様了でこ窒綾、薔薇綾、呉服綾、菰核綾ば織音〖可て1ま織って
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ぃtょいことがわかる。地方の技術が進み生産力が増した証拠であろう。第 4 図と第 5 図に平織り

組織と綾織り組織を参考に掲げる。古代織物の大家佐々木信三郎朗⑭の原図によるものである。

第 4 図平織組織 第 5 図綾織組織

織部司の特色ば錦織りにあって、一台の織機に織手一人、共造ー、二名がついて錦を織った。

錦の名を挙げると、長副錦、緋地鰭錦、白地横錦、緋地五空錦、大景梱錦、白地高麗錦、韓肛

地二窟錦、小珠蠅錦、一窒錦、中懐胚錦、床子錦、黒緑地唐五稟錦、中鰈地唐罷錦、韓紅地落

葉錦、白地覆径錦、中鰈地四窒錦、韓紅地四寮錦、裾腰錦、蝉形裾腰錦、蒲萄地線納錦、黒緑

地軟錦、中網地四突錦、韓紅火打錦である。平安朝の最も良き時代のことである。錦餓りの組

織図を並べて示す。

第 6 回綴織組織 第 7 図 古調倭錦絹織及び断面図

免布の詞『延喜式巻24、主計上』に戻る。

織りと染めの技術は両者は不可分のもので、織りの盛んな国から諸種の染布が進調されてい

ろ。安房、上総、下総、武蔵、下野、上野など東国からは藍染めの紺布、標布、緋細布など捐

麟絹吊、朝布の染めは東海道、山陽道の諸国は緋、緑、紺、黄と色も悶かである。陸奥国、

出羽国は、都から遠く染布の調は無い。

『延喜式巻14 縫殿寮〗雑染用度』

この箪ば宮廷使用の織物全ての染色を記しており、専時の染色方法を窺うことができる。興

味保いことは、万葉時代の色相は深浅で濃度を示し、『古今集』以後はこれが濃淡に変わるので
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あるが奈良朝期と同じく深浅で表現している。 40色に及ぶものの中から第 1 表に摘記して解説

ずる。

第 1 表 廷宮式巻14*-裔骰寮コ雑染用度
~..~ ~ •‘• ：ュ ---- —• 

色名 被染物 ‘,立‘i1よ• ヽ 料 防剤。娯染剤 ＃叙芦I 

黄櫨 綾一疋 櫨14斤蘇芳l]斤 酢 2 升灰 3 鮒 8 荷

深槃 綾一疋 紫草30斤 酢 2升灰 2 石 360斤

韓紅花 綾一疋 紅花大10斤 酢 1 斗藁 3 園姑 1 斗 芽160斤
I 

深緑 綾一疋 藍10困苅安草大 3 斤 灰 2 斗 薪240)千

青浅緑 絲一絢 藍小半園黄莫 8 両 灰一 薪一
黄浅緑 絲一絢

II // 
記載ナジ 記載ナン

亦同
•~ ~~‘• ·•` 

ヽ—―｀ ●ヽ~●●、一？

’'黄櫨染め’'は天子の衣料のもので深い緋色である。この表の酢はすべて米酢で奈良朝では

梅の賓の表面を焼き熱湯で袖出した酸を使用していたが、平安朝期で 1ま米酢に替わった。季節

を問わず使用できる酢に変わった。蘇芳ぱ南方産であるから、民間交易で将寮していたと考え

られる。 ii深紫染め？＇の灰は培灰であり灰汁にして既述の如く用いた。 ’'韓紅染め”ほ濃い鮮

紅色であって、ベニハナの花冠を水I1こ漬け、黄色色素を溶かし出し、これを除いて再三花冠か

ら黄色色素を除く。絹布は藁を焼いた灰を灰汁にして酢で中和した液を用いて灰汁練りをする。

第 8 図はその精練の効果を示したものである。紫染めの椿灰汀の場合は長日時を要したが藁灰

汁ば 1 日に 5~7 回灰汁練りして精練を行なう。

絹に灰汁中のケイ殿とアルミナを吸着させケイ酸ぱ

黄色色素の吸着を防ぎアルミナしま紅色素の媒染剤と

なる。その相乗効果によって美しい紅の布が得られ

る。その方法は紅花を布に包み藁灰汁中に浸しても

みほぐすと色素に褐色となって溶け出す。この褐色

液に酢を加えて酸性にすると鮮やかな紅の染液が得

られる。この染液中に絹を室温で漬けると布は紅色

4

2

0

 

7

7

7

 

.. 

l

l

l

 
重
量

g

)

 

となる。染液が淡くなれば染布を絞って日蔭で乾か

す。韓紅（からくれない）を得るには染液を更新せて繰返し染めると得られる。〈深緑〉⑪は木灰

1234567  
回数

第 8 図 簗仄汁漬け絹布の重量変化

の灰汁て藍建⑫てをして、紀布を紺色に唆めて、刈安草の責汁に浸して塁い緑の布を得たのて

ある。〈青浅緑〉と〈黄浅緑〉は材料の藍も黄繋も同呈を用いている。これは藍を下地にして染

めると青味の勝った浅緑となり黄票（き 19まだ）を下地にすると黄味の勝った浅縁か得られる。
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結

飛鳥奈良朝から平安朝中期までの染絨について概括を試みた。律合制て交易資料に乏しく、この

方面に及べ辻かった。た臣冒頭に述べた大陸から将束した文物を日本風土に恋合させ優芙に

J a pan i ze することば説 と思う。奈良と京て失われた古い技法が遠い陸奥や出羽に退さわて無

形文化財にtよって存酋されているの しし、ことである。

［注J

① 『一回志。魏芯巻30 。虔夷伝。倭人』

② 新井泊： 「古代詩歎に現われた蹟練と慄白．1 （『文化財学報 2 P 1~7 奈良大な文化財学[lTIJ 1983)

③ 後漠鄭玄許： 『周礼考工記。冬官考工記』

① 炉井清： 『万葉の山を行く 大和篤』ナカニシャ書店。 1982

⑤ 新井清' [紫染と紅染J (『染色工業』 21P412-423 1973) K. Arai: Chemical Abstract. 81. 64998 

(1973) 

⑤ 新井活： 「灰指し考」『学鐙』 78, 11号 1981 

⑦ 新井清． 「万葉の染色（『万葉集講座資料』 I P 1~7 仙台日立刊。 1973)

⑧ 『筵喜式』日本古典全集による。

⑨ 狩谷液斎： 『本朝度量衡孜』日本古典全集による。

⑩ 佐々木信三郎： 『日本上代織技の研究』］1| 島綴物研究所刊． 1976

⑪ 新井済： （「古代緑染J『奈良大学記要』 8 P20~35, 1978) 

⑫ 新井清： （「古代藍染」『奈良大学記要』 7 P 15~25, 1977) 
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動物の衣峠えとヒトの衣替え

加藤 勝

進化した動物といえども、ヒトを除いてぱ衣類を主とり種は存在しない。これらの動物にみられ

る衣替え現象ば＂ し、色店や模様に富む、毛や羽の生え換わりをさしている。

このようtょ衣替え、げものたちの換毛や｝リにみられる換平J Iょ＼春。秋の二回にわたっておこな

われることか多い。 トウホクノウザギやライチョウぱ、 日の長くなる春に白色から褐色に、日が短

くなる秋に、 ら 白 をする。

しかも、この衣替えば、動物たちの意志にもとついておこなわれているのてばない。

太陽と地球との位置関係によって生する、 日の長さの長・短にセジトされたま入に進行する季節的・

自然現象であって、勁物自身1こよって榜手に変更できるものではtょい。

衣替えが、季節の条件てある日長に組みこまれているため、私逹か人工的に日長を変更すること

によって、いつで応彼等に衣替えをおこさせたり、やめさせることができる。しかし、動物たちは、

人工日長を見破り、小自然な衣替えを拒むすべを備えてはいない。

一方、私達は、夏に向けて白っぽく衣替えをすることが多いが、動物たちは何故、夏に褐色、冬

ば白色に衣替えをするのだろうか。一般には、背景色に合った保護色の役割を考える人が多い。

このように考えられるなかて、ヒマラヤワサギの体色変化にば、遺伝子の慟きが関与していると

いわれている。その遺伝子ば、ウザギが高畠におかれると、毛を白色に、低温にさらされると、黒

くなるように働くのtこという。

よく知られているように、白色毛には褐色毛にくらべて、毛の髄質と皮質に含まれている、黒褐

色のメラニン色素か減少していて、空気か多く含まれている。一般に黒いものは白いものより、多

くの熱を放散ずるのて、白い毛皮を応つ極地の動物たちは、熱の放散か少なく、体温をあた上かく

侃つといわれてきた。しかし、私達か実際にみている色 1ま、応外部の熟線とはちがった鼓長をもっ

ているため、白い北極ギゾネは赤外幌に対し、烹い褐合と変わらtょいことかわかり、熱の放散と毛

色のあいだには関係かたいということにtよった。このように、動物にみられる白。黒の衣替えの根

拠は、まだわからt;;_いところがあって、未解決のま二にあるといえよう。いずれにしても、私達は

進化することによって、自ら気の阿くま入に、自由に衣替えのできるからだと文化を獲得したこと

は、素哨らしいことてある。

衣服0)肴用については、最初は植物 勤物の毛皮をそのま＼身につけていたとおもわれ、そ

25-



の後0)衣装にみられる色化の多彩化は、宗教や社会溝造の立かて発逹してきたものといわれている。

いずれの宗教においても、白と黒か常に修業古の色を表わしているのに対し、自然をすべて包みこ

んた色である七色からぢる多彩色が、宗教に限らず、包容刀を誇示しているものとして、熱需域の

原住民社会におし、ても、長とか、えらい人、てきた人のジンボルとして評価されてきたようである。

そして、このよりば衣装にみられる多店色化ば、やがて今日の私逹の生活にみられる如く、日常

叶をもつ美 0:)世界に習遍化してしまったのてある。この私逹を叉しく着飾る行肋か、社会的には一

般化されたとはいえ、その選択に当たって、何を対象に意識してのことてあろうか。

あるtjJ物学者によれば、派手詮格好をしたトリ紅どにみられるように、動物たちの雄の美しさは、

る以前の応ので、ます 1ま玄化と雄、同吐阿士の優位を目指す闘争のためのものてあると

いう。この攻撃性をも冠味するよう江雄の表現は、ヒトの世昇にらいえるようである。男性が衣装

を選択ずる際、男性仲間を意識するといわれる。 1可を着たらよいかというとき、『仲間に勝る』、こ

まいといらこと ま＼に、 として｛聾いているのたという。この生きもの

としての属性は、当然のこととして女性に応あてばまるものらしい。貴女は何のために美しさを求

めるのかと ると、『わたくしか安心するため』という回答が多く、直接、異性を対象にしてい

なし‘、そうである。

自由さのと応詮わない、 トリや 1！うものたちにくらべ、自己の意志にしたかって衣特えをし、その

色彩や形も、自由に決めることのできる、このヒトの衣装における自由と競争の獲得か広汎な人類

文化の発展に、大き詮役割を果たしてきたことは事吏である。

色彩文化は、限りなく知の深さを要求し、巧妙に三吹元的に変化をくりかえしながらも、七色の

域をこえることはてぎない。 色彩の美にも、知の限昇があるのだろうか。
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各種繊維の天然染料による着色性について

相 宅 省 百

はじめに

古来絹、羊毛、麻、木綿ほどの染色には主として植物、動物、鉱物の天然染料茄用いられて来た。

しかし、 150年程前から合成染料や顔料が発明されて以来天然染料による染色は殆ど行われなく

なった。

また繊維の分野でも大きな変化が起った。約100年前にレーヨン（人絹）が生れ、更に50年前の昭

和13年にはナイロンが発明された。それ以来ヒニロン、アクリル、系リエステル、 ボリプロビレン'

繊維の発展は著しい。 したがって合成繊維の染色は専ら合成染料によって行われ、天然染料は全く

使われていない状況である。

目的．天然染斜による染色は未知な点が多い。 これは一つには天然の草木により得られた染液には

多種多様な物質が混在していることによる。それ故組成の比較的簡単な合成繊維を使うことにより、

天然染料の染色の解明に何かと手がかりが得られるものと期待している。

更に物体の色彩はその中に含まれている染料や顔料の如きものによるばかりでなく、繊維分子の

配向とか、繊紺の高次構造に関係することが明らかになった。これは繊維のもつ機能の一つである

第 1 表 重色目

：
色
目 桜 桜 Fu' 

籾
山
吹蒜

菖
蒲

卯
の
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郎
花
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胆
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紅
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，
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青
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桜
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青

桜
青青
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青

青 青

青
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葉

朽
葉
朽
葉

白
紅

青

時

期

九
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九
ー
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九
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一
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月

正
月
ー
三
月

冬
I
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ー
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月
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月
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ー
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月

+
—
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一
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齢

若
年

芳
ー
中
年

若
ー
老
年

十
七
。
八

年
少
ー
四
0

年
少
ー
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―1
0

年
少
ー
三
〇

若
—
―
―-
0
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ー
三
0

十
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―
-
0
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0
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情報を記銭ずる能，じてある。繊維および繊維製品に染色し文様を画くということは情誤呈をより高

めることてある。

この事から色彩を表現するのに古来我が国では美しい表硯法を用いて来た。平安時代、十二単衣
かへtね

に使われた重色目もその一つである。したがって実験結果を現わすのに日本の色名（色の手帖、発

行所・小学餌、発行者。相賀徹夫）によることとする。

1 実験方法

1. 1 用いた繊維の種類、およひ媒染剤

染色試験に使用した布ば市阪されている、組成の明かな布を用いた。とくに我々の研究に好都合

ほのぱ中尾？戸布枕式会社により提供して頂いた試験布てあった。之にば一枚の布に“綿”、 “ナイ

ロン 6" 、 “ビニロン·， 99 、 “アセテート’'、 “羊毛”、 “人絹”、 “カシミロン＇＇ （アクリル）、

“絹”、 “ポリニステ）レ’'が織込まれている。此の徴維の外に‘'麻’'、 “キュプラ＇＇ （ベンヘル

グ）、 “ナイロン66" 、 “ポリニーテル＇＇ （栄輝）、 “ピュロン＇＇ （アクリ；レ系長織維）、 “シノン'’

（アクリ；レ、ガゼイン系）、 “カネカロン＇＇ （モグアクリル）、 “ビロン” （絹様ビニロン長繊維）

および‘、ポリプロピレ｀／＇を使った。

媒染剤としては主として酢酸アルミ、酢酸銅、木酢鉄、硫酸亜鉛、塩化コバルト、錫酸ナトリウ

ムを用いた。

[ 2 染料材

実験に用いた草木類

イ）豆科、アカシア（花）、愧（ニンジュ） （花）、藤（花），葛（根および花）

ロ）バラ科、バラ（花、葉）、桜（花および皮）、梨の幹

ハ）菊科、菊、コスモス、紅花、カーネーショ‘ノ（花）

二）つつじ科、ネジキ（花、葉、経）

その他に“南天’＇の実、バイカ）レ“河骨’'の根、 “おに百合'’、カトレヤ、煙草（粉末）、茜（西

洋）、i庸の穂なども試験した。

1 。 3 実験操作

先干染料植物を適当な量の水で煮沸し、（約 2~3 時間）、采リエステルの 7戸布て‘i戸過し染液とず

る。濃度は一般の草木染より 2~3 倍濃厚な心のを使う。

その染液を 3 ~6 等分し約200cc、夫々に試験布 (5cm X 10cm) を同時に入る。決色湿度100 ℃、

染色時間 1 ~2 時間染色後布を取り出し、水洗し、媒染剤で発色定着する。媒染時間30分～60分、

温度100℃，媒染後よく水洗し、更に中性染剤でよく洗い更に水染後乾燥する。

1̂ 4 実験結果
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次の表に実験結果の一部を示す。

この表でも朋かなように、 1)天然染料による染色住は織維の種類によって人きな差かある。 2)同

ー植物であっても、花、根、幹、皮等によって異る。 3)発色性は用いる媒染剤によって大きく異る。

4)色彩は繊維のもつ高次の構造に関係する。

第 2 表

山桜の皮による繊維の染色 媒染剤による色彩

アルミ 銅 鉄 コパルト 糾 亜鉛
繊維（化学名） 溝造と性質

(Al) (Cu) (Fe) (Co) (Su) (Zn) 

-CONH- 1 I 3 98 77 73 73 78 
絹 （蛋白質）

CH 
親水性 胡桃色 茶掲色 焦 茶 土器色 土器色I 柿 茶

5YR 2.5YR 5YR 2YR 2YR, 10R 

-CH-NH- 113 177 147 101 94 73 
羊毛（蛋白質） CH 親水性 胡桃色 焦 茶 煤竹色 肉桂色 団十郎茶 土器色

5YR 5YR 9YR lOR 5YR 2YR 
SH 

CH心H 92 337 154 154 1 54 
木綿（繊維素） こ0ー親水性 X 芝阪茶 砂色 生成 生成 ' 生成

75YR 2.5Y !OYR lOYR !OYR 

CH20H I 6 7 145 159 154 154I '154 
人絹（繊維素） Qo- 親水性 洩支千 飴色 薄卵色 生成 生成生成

35Y !OYR JOYR lOYR !OYR 

こ。
92 

アセテート（稲酸繊維素） 半疎水怜 X 芝翫茶 X X X X 
7.5YR 

128 97 109 73 79 78 
ナイロン 6 （ボリアミド） -(CH2),-CONH 半親水性 略駐色 掲 色 渋紙色 土器色 薄 茶 柿 茶

4YR 6YR 2YR 2YR !OR 

-(CH2)糾H(X)-(CH2)4-
139 110 92 134 1 34 , : 134 

ナイロン 6· 6 （ポリアミド） 活 香梅 染 芝翫茶 枯 色 枯 色枯 色

半親水性 lOYR 25YIぐ 7.5YR lOYR lOYR. JOYR 

テトロン（ポリエステル） @coo-(cH心ー X X X X X 
I I 

メ、
! 

疎水性

-(CH責0~〉 亜1麻46 色 154 
栄 輝（ポリエステル系） X X X X 生 成

半親水性
!OYR !OYR 

-C池ーCH-
153 77 

カシミロン（アクリル） 疎水性 X ベージュ 焦 茶 X X X 

如 !OYR 5YR 

ビニロン（ポリ；ず）：ょレー）l)
-CH,-CH2 — 142 98 340 81 8 I 81 

O1H 親水性 琥珀色 荼褐色 空五倍子色 丁子荼 丁子荼 丁子茶
8YR 9YR 5YR 5訳 5YR 

ビロン（ボ リアビルニコJ レ ) 
-CH2-CH l 3 7 98 148 78 78 78 

| 親水性 ；ぐ フ茶褐色 銀煤竹 柿 茶 柿 茶柿 茶
ー）レ系

OH 8YR 2.5YR 9.5YR 10R !OR 10R 

-CH2-CH 153 154 154 
咽リプロ（ポリプロヒ゜レン）

I 
疎水性 X ベージュ X 生 成 X 生 成

Cl-ls JOYR lOYR 10YR 
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第 3
 

表

了、シキ（葉，花，経（赤色） 6 月採英） 各種媒染剤によろ色彩

アルミ 銅 鉄 コパルト 錫 甲鉛
桟維（化学名） 構造と性買

(Al) (Cu) (Fe) (Co) (Su) (Zn) 

（醤白宵） i| -CO-- CH-l叩ー親水性 1 27 11 2 1 4 7 121 127 l 2 6 
絹 伽罹色 閉色 煤竹色 杏色 伽燐色 丁字色

6 5YR 2YR 9YR 6YR 6 5YR 7 、5YR

-CO-CH-NH- 127 75 147 145 84 1 2 7 
羊毛（蛋白質） CH 親、水性 伽罹色 荼 色 惚竹色 飴 色 金 茶 伽罹色

65YR 5YR 9YR lOYR 9YR ! I 65YR 
こC 

CI訪OH
15 2 1 2 5 187 154 139 39 

木綿（峨雄素） ［0- 親水性 疵粉色 i 凶 色 利久色 生成 ゞ瓦f, = 合
9YR 5 SYR 5 5Y JOYR lOYR 

, 

CH20H 
51 I 126 187 154 50 1 6 2 

人絹（~峨准素） Voー親水性 黄丁字色 利久色 生 成 レグホーン
7 SYR 55Y lOYR 2 5Y 

I 

CH2 •OOC • CHa 
154 134 184 

アセテート（瓢言惟素） 〈ロ 半諒水性 生 成 拮 色 染 X I X I 火

lOYR l 
I 

113 79 125 85 126 9 2 
ナイロン 6 （ポリアミド） ー(CH2 J,-CI似ザ半親水性 胡桃色 稗 茶 柔 荼 丁子色 芝翫茶

5YR 2YR lOYR 7 』 5YR 7 SYR 

I 
167 84 153 1 34 138 138 

ナイロン 6 ·6 〈ポリアミド） -(C均）尉HCC(CH2),― 浅支了 合茶 ベージュ 枯10YR 色 香色 香色

半親水注
3 SY 9YR lOYR 2 5Y 2 5Y 

l 

◇-COO(CH心一 146 31 7 1 54 154 
テトロン（ポリエステル） メ 亜麻色l 茶 鼠 )( 生 成牛 成

孤水性 10¥'R 5YR 10¥1' I 1 OYl, 

-(CH心ー0三〉
169 146 338 8 154 154 

栄 輝（ポリエステル系） 練 色 ! 而麻色 砂色 一7什RP染 生 成 I_I 成

疎水性
2 5Y lOYR 2 5Y lOYR JOYR 

-CH2-CH- 153 53 
カシミロン（アクリル） C1 N 疎水件 X ヘヘージュ X )( 沢

JOYR 

ピニロン（点リピニJレ ) I -CH2_CH-
13 5 1 04 87 93 92 92 

親水性 煙草色 コーヒ一色 茶 璃冥茶 芝翫茶 ゴ•- , 
アルコー） L, OI H 7 5YR 5YR 8YR 7 5YR 7 

ピロン（ポリアピルニコルー）し系）
-CH2-CH- 136 104 77 94 95 94 
I 親水性 コルク色 コーヒ一色 焦 茶団十郎茶 路考茶 団十郎茶
OH 7YR 5YR 5YR 5YR 1 SY SYR 

I 

-CH2-CH 125 125 3 1 7 8 I IO 9 109 
ポリプロ（ポリプロピレン） I 疎水性 臨 色 櫨 色 茶 鼠 T 子茶 渋紙色 渋紙色

C恥 5 5YR 55YR 5YR 5YR 2 5YR 2 5YR 
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1.4. l ょ＜染る繊維

天然繊維では、羊毛、絹

合成繊維では、ナイロ‘1/ 6 、ナイロン6.6、ビニロン、ビロン（日本ビニロソ製品）

コーデラン（興人製品）、ジノン（東洋紡製品）

薄くしか染らない織維

天然緻維では、木綿、麻

人氾繊維では、 レーヨン、ぺ‘ノベルグ（キュプラ）

合成繊維ては、高強度ビニロン

殆ど染らない繊維

人凸繊維でば、酢酸繊維（アセテート）

合成繊維では、ポ‘)ニステ）レ、アクリル、エーテル、ポリニチレン、ポリプロピレ‘ノ

考察

1) 天然繊維と同様に合成繊維のナイロン、ビニロンは天然染料による実用的な染色は十分可能てある。

2) 絹、羊毛に近い化学構造をもっているナイロンや繊維中に蛋白質を含むシノン、および紘維にアミノ基を

持つビロ、ノは天然染料でも明、羊毛と同じような染色性と発色性を示す。

3) 木綿に近いニーテル基や水酸基を持つビニロンは天然染料によっても、木綿やレーヨンと同じような染色

性と発色性を示す。とくにコーデランの染色性は良好である。

4) 疎水性の合成繊維は一般に天然染料でぱ染色が囚難であるが、疏水性の染料を含む紫根などにはよく染る。

また之等の繊維を改質することにより、天然染料による染色も十分可能と考えている。

以上
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繊維および繊維製晶についての考察

相宅省吾

はじめに

繊維およびその製品は、人間が大古から利用してきた村料の一つであって、最も馴染深いもので

ある。それであるが故に畿維というものは如何危豆いいりてあるかを深く考える事をしなくても、互

に共通の理解が得られており、したがって明確tょ繊維の定義というものを必要としなかった。

しかし科学技術の進歩により、数多くの餓維および繊維製品、更にその類似物（ビニール、シー

ト等々）が作られるようになった。その外コンニャクや寒天など、今迄はとうてい繊維と考えられ

なかったものでも食物繊維の名で呼ばれる始末である。

このような現状てあるので繊維の形や性質について色々と考えてみる。

第 1 篇織維の性質

1. 1 繊維は細くて長いものであって、引っ張ると寸法安定性（一定の長さ）があるが、縮める

と点（又は球）状になる。

1. 2 繊維はニネルギーを傭達することが出来る。例えば電気を傷える電線、光を偉える光ファ

イバー。力を偲えるベルト等々。

1. 3 繊維又1ま猷絣製品の上に情報を記憶させることが出来る。又その情報を取り出す事が出来

る。ビデオテープ、結び目、色彩ほどこし文様等を画く事が出来る。

第 2 篇繊維の形（幾何学）

2. 1 繊維のどの部分を切り取っても矢張り繊維である。即ち相似形である。近年このような形

のものを取り扱うのにフラクタル幾何学という学問が発達して来た。

2. 2 繊維は枝分れすることが出来る。これにより網状のものから平面、立体が生れる。

2. 3 繊維にぱ“鏃雄波”とも名ずくすき波か生ず。この波が高分子を安定化し更に、しなやか

だが強靱なロープや布が生れる。

以上繊維についての六つの仮説をもととし織維およびその類似製品について考察を進める。

1.1.1 繊維の長さと太さについて

繊維は細くて長い物質である事は古来から認められ、その事に異議をとなえる人は唯もいない。
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この性質を数字で示すのに、繊維の長さ： L と、繊維の直径： d の比L/d: アスペクト比で示す

ことが多い。アスペクト比という言葉は、もともと航空用語で飛行機翼の翼長と翼巾の比を表わす

言葉であるが、現在は細長い分子や繊維の縦横比に用いられる。

現在典型的な繊維と考えられる綿や羊毛では

綿：長さ 1. 5~6 cm （センチ）

羊毛：長さ 5~25cm 

直差 10~20M （ミクロン）

直径 10~50M 

で、アスペクト比は1000以上となる。絹のような長蛾維では、その長さは1000~2000m （メート

ル）直径は10~20Mであるから、アスペクト比は無限大となる。現在人工的に作られる人絹やナイ

ロンの長繊維も同様である。

近年繊維の用途も衣料用ばかりでなく、工業

用等、多方面に広かって行き、今迄はとうてい

繊維と考えられなかった、コンニャクや寒天の

如きものでも食物殴維の名て呼ばれる時代であ

る。

そこで繊維という漢字から、それに関連した

字を並べると次のような図を作ることが出来る。

この区からも分るように繊という字は 1 寸

(3.3cm) の 1 千万分の 1 の太さを示す字であ

り、維という字は天募を張る時に使われるロー

プを意味する。一般には太さ 1 cm前後であろう。

この繊と維の問に毛とか糸などの文字の出て来

るのも古代中国人の智慧である。更に蛾の太さ

は、天然繊維や合成繊維を作り上げている高分

子化合物の分子の太さに近いのも興味深い。

それ故広い意味での繊維とぱ繊維状の高分子

から、直径10cm もの船舶用のホーサー迄含めて

も良いと考えている。

1.1. 2 食物繊維と食用繊維

食物繊維

近ごろ新聞誌上又テレビで健康の問題を取り

上げる時、よく食物織維が話題になる。之は主

に野菜や穀物の外皮オた而草などに含まれてい

実
用
繊
維
↑

4
|
>分
子
繊
維

cm 直径

尺

101 • |100mm 

寸（維）

10。」] lOIDlll 
分

10― 1 」 |1mm 

厘

10—2 I 0.1 mm 

毛

10—3 
110ｵ 

ポ々

10—4~ 1ｵ 

忽

10—5~ 01ｵ 

微
lOOA 10-6 —| 

1 0 ~ 7 ] 繊沙 10/.. 
l 入10-8 

船舶用ホーサー

各種ケープル

各種ロープ類

麺類

トワイン

各種紐類

縫糸

各種電線

モノフィラメント

人毛

合成繊維

天然蛾維

紡糸可能な最も細い繊維

皮質細胞（羊毛）

フィプリル（綿）

マクロフィブリル（羊毛）

ミクロフィプリル（綿・
羊毛）

DNA 分子

コラーゲン分子

セルロース分子

ボリエチレン分子

塵

第 1 図太さによる繊維の分類
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る不消化成分で、従来の栄養学で殆ど無価値たものと考えられていた。しかし瓦年文明か進むにつ

れて種々な病気（文明病）、即ち心臓病、糖尿病、大腸ガンなどか非常に多くなった。之を防ぐのに

食物繊維茄有効ばことが判明した。

第 1 表標準食品成分表(100 g中）

ここ 水 蛋 脂 炭水化物 仄 備
ネ

食品名 Jレ 白 （多糖類）

ギ
I 分 質 質 糖質 繊維 /り.• ¥. 考

Kcal g g g g g g 

米玄米 351 15.5 7.4 3.0 71.8 1.0 l. 3 

米 356 15.5 6.8 l. 3 75.5 0.3 0 6 歩留90~92%

麦玄麦 333 13.5 10.5 3.0 69.3 2.1 1.6 国産普通

白粉 368 14.0 8.0 l. 7 57.7 0.2 0.4 薄力粉
, 

i 

精粉 0.1 9.8 2.9 80.0 1. 6 5.6 こんにゃ責

こんにゃく
製品の原

しらたき 96.5 0.2 0.0 2.9 0.1 0,3 疑水酸固剤化カルシウム

さつまいも 123 68.2 1. 2 0.2 28.7 0.7 1.0 

じゃがいも 77 79.5 2.0 0.2 16.8 0.4 1.1 

大 豆 417 12.5 35.3 19.0 23.7 4.5 5.0 

豆 腐 77 86 。 8 6.8 5.0 0.8 

゜
0.6 

ほうれん草 25 90.4 3.3 0,2 3.6 0.8 1 口 7

大 根 18 94.3 0.8 0.1 3.1 0.6 0.6 

り ん >‘‘ 50 85.8 0.2 0.1 13.l 0.5 0.3 し一

しい茸（生） 91.1 2.3 0.3 5.3 0.9 0.4 I 

千ししい茸 10.3 20.3 3.4 52.9 8.9 心． 7

こんぶ`< ) 
10.0 8.3 1. 5 45.6 12.9 21.7 

（なが

牛 肉 233 64.0 18.3 16.4 0.3 

゜
1 

牛 乳 59 88.7 2.9 3.2 4.5 

゜
0.7 

資料 科学技術庁資瀕調査会編
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第 2 表 繊維素（セルローズ）の種類と性質

品 名 重合度 性 質 用 途

綿
2,000~ 

強度が大きく、アルカリに強し。衣料用
3,000 

虎木綿 ( ボリノジック ) 1,000 人造繊維であるが木綿のような性質がある
人絹 （立川氏の発明）

.,{ l レ フ゜ 600 紙、人絹の原料

レーヨン（人絹） 400 アルカリに弱い、衣料

ヘミセルローズ B 100 アルカリで溶解、酸で沈殿 } 食物繊維
ヘミセルローズ r 30 アルカリで溶解、酸で沈殿せず の主成分

c--- --

第 3 表 食物織維の成分多棚類（炭水化物）の化学構造

名称

葡萄糖

繊椎素

化学構造

CH,OH 
I 
C -0  
I ¥ 

HO-CH_ H -C -OH 略図
¥OH H/ 
9ーC
I 

H OH 

6 
CH,OH 

〈三o-
3 1 

CH,OH CH,OH 

こ。こ,--oOo-Q-。
CH20H CH,OH 

澱

CH,OH CH,OH C出OH CH,OH 

粉 1 ＜□。〈三o＜口戸〈三
COOH COOH 

アルギン酸 ぐo-Qoぐ〉oQ
COOH COOH 

カートラン

P • S ｷK 

CH,OH CH,OH 

倉oO-。-0- 0 ◇。一
CH,OH CH10H 

マンナン 0- 0 一 CH -0- 0-CH2 ◊0-CH,· 

キ手ン

CH:OH NHAc CH20り NH

こ>-o-0。こ〉00
NHAc CH,OH NHAc CH,OH 
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備 考

多杷類の基本成分

は，含まれて

いろ炭素の番号

/3 -1. 4 結合
紐，祇，食物痣維

のエ成分

¢-1.4 結合

食物の三要素の一

っ

海草の一成分

糾］菌の生産物

（武田薬品）

間ガン剤，カワラ

茸の成分

（呉羽化学工業）

こんにゃくの主成

分

えひ，毘虫の皮

許の一成分



これは植物の骨格を作っている繊維素のような水に不溶な炭水化物や、果物に多いペクチン、海

草の成分であるアルギソ酸や寒天、また‘‘こんにゃく”に含まれるマンナンのような多種多様な水

溶性多糖類である。

この食物繊維の効用のうち最も重要な慟きぱ大腸内で大量の水を吸収して大きく膨潤してゲル状

になる性質であって、そのため食物絨維を多く含む食品を摂取すると腸内排泄物は軽く量も多く、

しかも排泄迄の時間が短く、腸内の有効な掃除の効用がある。

食用繊維

食物繊維とまきらわしいものに食用繊維がある。これば人間の消化酵素で分解吸収され栄養にな

る澱粉とか蛋白質を原斜として加工し繊維状としたものである。一般によく知られているものは

“うどん’'、 ‘‘そば”更に“マカロニ”、 “スパゲティー’'などである。現在ナイロンや系リエス

テルなどの紡糸に用いられてしる押出紡糸機ぱイタリアで“ズハケテー＇＇の製造機から進化したも

のであると云われている。

このような食用繊維が更に発達し、人間の体内に直接挿入することにより、溶解吸収される繊維

が作られて来た。現在溶解性縫合糸（手術糸）として市阪されている蛋白質系のコラーゲンより作

られた縫合糸と、酢酸系のポリグリコール酸より紡糸されたボリニステル縫合糸がある。之等の繊

維は生体と馴染が良い為人工血管や人工臓器の開発か試みられている。

第 4 表 溶解性縫合糸の性質

性 質 コラーゲ｀ノ繊維
ボリク｀｀Jレコール ポリエステル

ナイロン 6 繊維
酸ニステル繊維 践維

絨度（デニール） 1 ~ 5 3~10 2~10 2 ~10 

強度(” ,,) 2~4 5 ~10 4~6 5.0~7.0 

伸度（％） 15~20 15~35 10~30 20~45 

比 重 l. 5~l. 6 1.38 1.14 

融点 ℃ 高分解 224~226 255~260 215~220 

吸 湿 性 20~25 

゜
4 

染 色 性 極めて良好 不良 良好

生体内での溶解性 良好 良好 無 し 無 し

1 。1. 3 繊維の取り扱い易さ（自由度）

繊維は針や棒と同じく細くて長いものであるが、異る点 1ま繊維を引き延すと長さ以上に伸びない

が（寸法安定性がある）、縮めると幾らでも縮まり遂には球（点）になる。この性質は蛾維は点と線

の中間の状態であることが分る。この性質が繊維および繊維製品の大きな特長の一つである。

この繊維の動き易さ（自由度）を図をみて考察する。デカルト(1596-1650) は物体が空間との

中を運動するとき、夫をX軸、 Y軸、 Z軸の 3 つの方向に分けて考えた。点は自由に空間を運動す
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ることが出来る故、 3 つの

自由度をもっている。しか

し繊維は先にのべたように、

繊維軸方向に伸びることが

出来ないので、原点をA と
AX 

すると→方向（＋方向）に

は延びることが出来ない。

従って繊維には（＋）方向

の自由度はない。

z
 

+ • | • -

•+ 

（＋方向）

一端を固定して引張ると
一定の長さ以上には｛申び
ない

A x
 

Y
 

ン
／
x̀ 

• 
(-方向） ーハ几心

一端を固定して縮める万
向には自由度かあり，点
状にまて縮めることがで
きる

第 2 図 繊維の運動様式

第 5 表繊維のもつ自由度

備 考

ゲ工 悶 ムロ
間 計 分子繊維 実用繊維

+ 計 + 

3 3 6 1 7 低分子セルローズ 木材蛾維、 リンクー 粉末に近く加工性が良
し、

2 3 5 1 6 高分子化合物 綿ロ、ー絹フ 、 ナイロ｀ノ糸、 典型的な繊維

1 3 4 1 5 細胞膜、フィルム 織物、紙、網 出自来由にる折りたたむ事が

゜
3 3 1 4 スボンジ フェルト、、ぬし、ぐるみ 生体（軟らかくて強靱）

2 2 4 1 5 
コラーゲン（皮）の分

棒、針、水道管 細いが曲かりにくい子

1 2 3 1 4 ケラチン（毛）梯状ボ カーテン、巻物 一方向たけ曲がる乎面
リマー 体

゜
2 2 1 3 筋 肉 ゴムタイヤ 軟らかいが寸法安定性

がある

゜
1 1 1 2 内臓の表面 しゅたん、畳 表面は軟らかいが強靱

゜ ゜ ゜
1 1 結 日日日 成形品 闘ずるか拾てなげれ

くならなし、
---• 
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このように今迄の自由塵 中に方向の目 （＋、一）の考を入れると、点（粉末）の自由

度ぱ 6 、叡維は 5 、棒（針）ぱ 4... ・・立方体（成形品） ！ま 0 となる。

しかも我々ば空間の中に住んでいると同時に時間の経過の中て生后している。時間 1ま過去から現

在→末来へと進む（＋）の方向だけて克って未来→現在→過去に進む逆（一）の方向はない。それ

故時間の自由度ば(+ 1) てある。

したがって繊維の動きに時間の経過（自由度）を考に入わると、その自由度は 5+1=6 となり、

これば繊維の加工に時間をかけると粉末を成塑ずるように良好な加工性をもって来る。たとえば毛

糸の玉か女性の手によって編棒を通って行くと美しいセーターに変るようにまた源羨家(1 039-

1106) か“前九年の役’'o_)衣川の戦時に敵将安倍貞任に“衣（ころも）の盾（たて）は綻（ほこる

ひ）に 1,tり”と呼びかけた時、貞任は“時を経て糸の乱の苦しさに＇＇と答えたという話を歴史の授

業で学んだ。之は猷絆製品（衣服）と時の関係を示す美しい物話であると考えている。

繊維は（＋）の方向に寸怯安定性の良いことがある時閂内ては柔軟な、しかも安定な形を保って

いる。このことから勘物や植物のような生き物が、定まった壽命内て安定した生命活動が出来るの

ば、その構成物質が多くの繊維状物質てあることからも理解出来る。
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絞り染に閲ずる研究

l ゜線と面の表現

はじめに

林屋慶―

。有松ぱ絞り染の 2 大産地としてよく知られている。京しほりに 1ま疋田をはじめ約20腫の、

布松し辰りに 1ま縫い絞り危ど約80種の絞り染技法かあり、合せて約100種の技法が現存している。

しかし，技法100点と云っても、すべてがきわだって異質の技法ばかりでばなく、糸掛けの少しのエ

夫で生ずる染め上け後の模様の違いで区別していることも多いのてある。例えば、京鹿の子絞り叱

長年の職人の工夫が加わって 4 つの技法に細分化さ紅るし、有松の縫い絞りには 12の技法が数えら

れている。そして京郡の鹿の子絞りの授概化が有松で発明されて横引き絞り。縦り 1 き絞りと云われ

る技法と詮ったように京都と有松とは技法上に深いつながりを持っている。

技法がこのように結分化されてゆく理由の一つに、それぞれの技法が眠入の家単伎で伝承さねて

いるという点があげられる。ところが最近、各家々で後継者が得ら己ぬことが多くなり、従ってそ

の家の技法が廃絶する場合が多くなってきている。祈角作り上げられた技法が、年に 2 、 3 点づつ

消え去ってゆくことはいかにも残念左ことである。

この事情を知って筆者は昭和59年、京都，有松に残っている 96の技法について、各聴人の家に依

頼して絞り染め技法標本の蒐集を行なった。その家の代表的危技法について、布を糸で括ったまま
きれ

の状態の括り技法見本、それを染め上げ、糸をしまずした絞り染め裂見本、そして各々の説朋文と職

人名を忍えて 1 つのセy卜として標奉を作成した。蒐集した96の桝本は、現在京都二芸徴鯉大学の

されている。この内すでに数点の技法か、後継者を失い、古場から消えてい

るとのことであり、貴重注ものとなっている。

本研究1ま、この蒐集標本を通じて得た諸知見を整理し、わか国における絞り染めの展開を技法百

から考察することを日的としている。本報では線描きの技法に璽、屯をおいて考察し第 1 報とずる。

1 ゜絞リ染の分類

(1) 技法上の分類

絞り染とは布を何らかの方法て、しわ又はひだを作り、その部分を防染ずるために糸で絞って、

これを浸染する染物のことてある。現在使われている絞り技法の名称を第 1 表に示す。ここて1ま大

として 18種、小分類として 60余種に区分されているが、大分類て1ま防染の原理が異っている技
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第 1 表絞り技法の名称一覧

大 分 類 小 分 類 大 分 類 小 分 類

〔京鹿の子〕 縫絞 白影絞

疋田絞 本疋田 大典絞

（ひった、匹田 中疋田 蜘蛛絞 蟹蜘蛛絞

とも記す）
! 

ばら疋田 襲取蜘蛛絞

京極疋田 置仙絞

一目絞 針一目 機械鹿の子絞 横引き絞

（ひとめ、一目 手一目 縦引き絞

とも記す） 突出し絞

手京極絞 ばい絞 手ばい絞

: 突出し京極絞 ! （唄絞とも記す） 中ぼい絞

針京極絞 高ばい絞

傘巻絞 ゆたかばい絞

帽子絞 大帽子絞
i 

巻上げ絞 巻上げ絞

中帽子絞 皮巻絞
,i 

小帽子絞

綿帽子絞 根巻絞

大鼓帽子絞 帽子絞

竹輪帽子絞

管帽子絞

桶絞 I 
嵐絞 手廻蜘蛛絞

金蜘蛛絞

三浦絞 横三浦 I 

絞ローケツ染 疋田三浦

疋田染 石垣三浦

I ぼがし染 立ぼかし

![ I 三浦摩かし

笠取りぼかし
i1 

やたら三浦

手筋絞 みどり絞

柳絞

段ぼかし 手筋絞

ばくだん 手筋金通し絞

〔有松絞〕

縫絞 平縫絞
II I 

槻械筋
:il し

鎧段絞

折縫絞 山道絞

合せ縫絞
i! 

蜘蛛入柳絞

巻縫紋

ミシン絞
! 

雪花絞

紙当絞
I 

菊花絞 I 

村雲絞

養老絞 追東風絞

杢目 小柳絞
l 

i 
唐松絞

日の出絞 豆絞

（沖津文幸：絞り染の技法）より転載
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広を戻分し、小分類てはこれらの技法に工夫を加えて少し趣きを苦えたり、道具を使って簡易化し

tこりして細分化した技去を区分している。

糸で絞る）j法に、布0)-一部を糸で捲いてしわを作る方法と、縫ってひだを作る方法とがあり、そ

れぞれ

l) 捲き締め絞り

2) 縫い諦め咬り

と 2 大別てきる。このように大別すると、京部の鹿の子絞りも、有松の三浦絞りも、そして蜘蛛絞

りも、捲き締め絞りの範疇に入り、さらに三口こをとった布をロープに糸で捲きつける手筋絞りのよ

うな技法も、控いて防染するという應院で、この技法の亜流と見ることかできる。一方、平縫い絞

りや杢目絞り、唐松絞り立どぱ布を針て縫って線や形を作って縫い締め、それによる口］こを重ねて

防染する技法を使っているのて、捲きと 1ま質的に異っており、縫い締め絞りに分類されることにな

c, 

勾。

1)および 2)の技広は共に防染して染め分ける点では同じてあるが、比較的大きな面積を防染した

り、また防染された部分を再び他の色に染める、いわゆる多色染めをするためには十分な技法と云

ぇtょい。そこで別｛こ帽子紋り、桶絞りと呼ばれる築め分けの技法が考案されている。比較的小さい

小帽子は模様作りに、中＾大帽了ば染め分けに、そしてより大きな且つ精細た染め分げには桶か使

われる。帽子絞りでは、縫い締めと捲き締めの両技法が同時に使われ、この場合の防染布として竹

皮やヒニールなどか『lj用されている。桶絞りては桶とその蓋との閻に布をしっかりと挟み、内部を

防染するのである。

技法上で分類すると、上の 2 つ、さらに染め分けに力点をおけば 3 つに分類される n その他に一

応絞りの中に入れているか、原理を異にする板締め絞りや嵐絞りなどがある。

(2) 産地による分類

技法とは別に、京しほり、有松しほりと云らよう危分類が通用している。これは貴族の華美と庶

民の素朴、装鱈性と実用性にそれぞれ対応した製品上の分類で、生産地の発達の歴史から京郡と有

松では主とする製品か別れてきたことによるものである。

しぼりぱ布地が絹であり、多色を使用し疋田絞り、桶絞りを特色としている。疋田絞りは布一

面に小さい絞り粒を舟てオ言って作ってゆく捲き締め絞りの一種て、出来上りは鹿0)子と一般に云わ

れる模様を形成する、京しほりの代表的技広てある。粒を細かくずる程優雅で芙しく、且つ立体感

のある免物が行られるのて、布地もやわらかい絹を使用することとなる。また別に帽子絞り、桶絞

りのような染め分けを目的とした技法が発達している。これは京しぼりが彩り賑かな多色染を特徴

としていることと してし、る。

有松しほりは布坦か綿であり、紺色を主とし、手絞りだけでなく一部器具を使用し、変化のある
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模様を作出するなど、技法が極めて多く細分されている。このことは四より量に重きをおき、一般

庶民の染物を主体に発展してきた歴史と関連している。技法としては縫い締め技法が中心であり、

また電柱のような丸太に布を巻きつける嵐絞りなど、京都には見られない技法もあり、常に時代に

対応して新しい工夫がなされた跡が見られる。

私の蒐隻した標本を技法別。産地別に分けて分類してみると表 2 のようになる。

京絞り

有松絞り

第 2 表標本の技法別・産地別分類

(1) 疋日絞り

(2) 針疋田絞り

(3) 一目 り

(4) 帽子絞り

(1) 縫い絞り

(2) 蜘蛛絞り

(3) 巻上げ絞り

(4) 三浦絞り

(5) 鹿の子絞り

(5) 根巻絞り

(6) 逆娼子絞り

(7) 色疋田絞り

(6) 板締め絞り

(7) 朽染め絞り

(8) 桶絞り

(9) 手筋絞り

(10) 嵐絞り

京しぼりでば、多色（色分け）、 2 • 3 の絞り技法の組合せ等による美の表現が

重視され、有松しぼりでは輩一絞り技法、多品目による実用性が評価される。

2. 辻が花

辻が花は室町時代後期に蜃気楼の如く出現し、江戸時代前期にぱまぼろしの如く消え去り、しか

も桃山を中心とした激動の200年を見事に象徴する染織品であったことで有名な特異な絞り染めで

ある。ず泣わち従来の準闘な染色表現に対して、絞りによる染め分け技法を用いて空白の場を作出

し、ここに王（カチ‘./)で花鳥を描き自由濶達な写実性を、多彩tょ色調を染め分けて絢間を、金銀
ちりば

箔を鎖めて豪華さを導入した。

辻が花は消えたとは云え、その時すでに染色技術上大切な 2 つの種子を播いていた。一つは布に

滲まぬようにと用いた墨に代って、糊による防染法が発明され色彩豊かな友禅染の技法がやがて芽

生える、他方墨の繊細な線描きに負けじと面を強調した、色華やかに形を表現する鹿の子絞りが出

現する。かくしてその後友禅と鹿の子はその妍を競い合うのである。

辻が花について、いつも問題になるのはその名前の由来である。これについては他日筆者の考え
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を述べることとして、 ここて 1ま二人の意見を紹介しておくに留める。一つは切畑健氏の古文献、資
カタしJ -

料を通しての論考てある。古い文献に「辻が花」と「帷」の語が常に対になって取扱われており、
カクピー9

その「帷」（帷子）は通常麻裂の隈衣を意味することになっているが、むしろ麻という素材に重点は
ひとえ

なく麻又ぱ絹などで作られた鼠衣の総称であったと考えられる。一方「辻」に関しては「矢吹草」

（江戸時代前期の俳諧の書）に信心贔］、頭、傘に関連する語と注訳されている。そのうち、頭は

つむじ（旋毛）であり、毛のうずまき状の所を意味している。傘においてもその頂の尖った一点に

骨が集合してしヽる。ずtょわちそのような形のものを「辻」と云う。絞り染めにおいて、布を糸で

括って捲き締めしたあとの形ば将にこの形をしている。した茄って「辻が花」は「捲き締め絞りで

染められた花」を意味するのではないか、としう推論である。すなわち技法を見ての推定である点

が興味探い。

最近相宅省吾氏は、「辻が花」程美的にも技術的にも優れた染織はやはり京都において生れたに

違いないと考えた。京都には古くより秦氏が定住し染織の技を糧として生活していた「太秦」とい

う所がある。その一角に「帷子の辻］という地名が残っている。この帷子の辻で行われた絞り染め

が美しかったので、唯子の辻の花→辻が花とたったのではないかと同氏は推論している。織物の中

心地であった「帷子の辻」と麻に絞り染めされた附衣→帷子とを結んだ面白い考察であると思う。

3 デザイン上の分類 —―ー点・線・面・立体ー一

模様を描く場合、一番簡単なのは点、次に線、そして面、さらに立体というように模様が高度化

する。しかし絞り染の現存しているものを（数は少いが）、「京鹿の子」所牧のものから拾って見る

と、奈良時代の目交の断片、緑地顔網、紅地顕顆などでは疋田の点描である。下って室町時代、辻

が花の最古の例と云われているものを見ると、ここでは縫い締めと竹皮捲き締めを併用して防染し、

カチンで絵を描いており、絞り染めの役割は面を作ることにあるように思える。すなわち、点から

線とならずに点から面へ役割が移っている。辻が花において面を作る場合、縫い締め絞りの技法が

使われ、この技法は曲線を作ることができる、一種の線描の技法ではあるが、その粗雑さでは当時

の美意識の表現に適した技法と受け取られず、むしろ面作りのために使われたものと考えられる。

染め分けは可能だが、美しい曲線が作れないことから墨を挿して線描きをする辻が花が生れたとも

思われる。

鹿の子による線描きも亦、口四王］のような直線に適し、曲線では吐ヒロコび手となってデジタルな

表現となり、美しい曲線ぱ描けない。すなわち、絞り染めてほ線描に技法上の溢路があったのであ

る。

江戸時代初期には絞り染ぱ明らかに面の美しさを強調していると思われる技法が発達してくる。

疋田絞りの登場である。さらに江戸時代も寛文になると寛文小袖として穂鹿の子染めが出てくる。
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「鹿の子」という名杓が文献上出てくるのは寛永10年で、この頃から疋田を鹿の子と呼んでいる。

線の表現て優れた技法かその頃現れてくる。友禅の登場である。友禅の線の優美さ、穂鹿の子の

面の華麗さが競い合って江戸時代の装飾文化の質を高めてゆく。しかし友禅のその後の発展に比べ

て、絞り染は衰退の道を歩むことになり、むしろ庶民の実用衣として有松しほりの発展という方向

ヘ絞り技法のエ夫が重ねられてゆく。京都では友禅の世界が開かれてゆく。

① 四つ折りした布に括り ② 先端で 2 回結ひ輪を
糸を下から巻ぎあげる． つくり根元で結び締

める。

中疋田

図 1

糸を切らずつぎの粒ヘパイヤス方向 1こ括る．

（沖津文幸：絞り染の技法）より転載

: 

一目絞

,,,//\\`\ ⑥⑥⑥簿⑥
① 糸は 2 回巻ぎ締 ② 一目絞の括りあがりと

める． 粒の並びいた．

（沖津文幸：絞り染の技法）より転載
図 2

-46 



ひとめ

線描に破れた絞り染めの世界に最後の意地を見せた技法が文化文政の頃に入って現れる。一目絞

りという技法の登場である。基本的には疋田絞りの技法と変らず、一目も疋田も正方形の絞り粒の

連らばりからできあぶっている絞り法であるが、疋田のように模様の面や地の部分を括るのてなく、

線に沿って細かく括ってゆく技法である。布をつまみ上げ、折りひだを作る所に工夫があり、また

糸掛け 2 回の手法に線描きの秘密がある。疋田と一日の出来上がりの違いを図示すると、

宜三王］口と◇◇〉ジ〉

のようで、一目では方形を菱形に並べ、角の部分がつぎの角の部分と接して描かせることを可能に

させたのである。尤も一目絞りの絞り粒が一個ずつ離れていては、きれいな仕上がりとはならず、

また粒が大きけれは珊い線とに危らたい。そのため極めて繊細な技術が要求さ九る。このために長

い年月を要したのてあろう。絞り染に本当の線の技法が1800年代になってようやく出来、自由な模

様が美しく描けるようになったのである。絞り技法上特筆すべきものと考えられる。

江戸時代初期まで｝ま、絞りの凹凸が十分に生かされていたかどうが明らかでない。しかし穂鹿0)

子の出来てきた頃から、ツボを模様として活用する習わしが出来、美しく、線描きが自由な友禅に

対抗するために、友禅では出来難い立体感を出す染色として、その特色を強調しはじめたのは、よ

うやく江戸中期以后であった。これらの問題、とくに友禅と絞りの競合について今後さらに検討を

したいと考えており、本報でに、線描技法、一目絞りの意義を考察して稿を終ることとする。

終るに当り、標本克集に御協力頂いた，京都の林音松氏、京都絞工業組合および有松の竹田耕三

氏に謝意を表する。

参考文献

(1) 「京鹿の子・美と伝統」吉田 光邦編（決交社）

(2) 「辻が花 e ワイド版染織の美」切畑 健著（京都書院）

(3) 「日本の手絞り」竹田 耕三著（染紐と生活社）

(4) 「絞り染の技法」沖津文幸著（理工学社）

(5) r有松しぽり」有松絞保存振興会編

(6) 相宅 省吾：西陣の話、中国塗料 19-2 No.72 、 12~23 (1985) 
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生藍染めの染着機構について

麓泉

草木染めにおけろ唱ーの肯色色素として、藍は欠くことがてきばい。生葉を用いる生藍染めは、

らず、藍の牛育斯間に限られるという短所があるが、簡単に染められて生

りか残るという特徴があり、草木染め閲作者か絹に対する焦地染めによく利用している。貯

蔵藍では、アルカリと還元剤を用い、いわゆる建て染め法によらねばならないので、下染めされて

いる他の染料を分解ずるおそれがあり、．配合染色に用いる場合、藍を下染めとするいわゆる藍下に

ずることが多いか、生藍染めではそのおそれがないのて、上掛け用としても十分利用できる長所が

ある。 しかし、院の生葉染めの染着楓構についてぱ末だ十分な実験事実に基づいて検討されたもの

か危く、これ迄に述べられているものの多くが単に想定の範囲にとどまり、なかには、明らかに疑

間を感じずにはおられない内容のものもある。本報では、いくつかの分光分析、染色実験結果を照

合することにより、その機構の解明を試みたもので、以下にその概略を報告する。なお、次に述べ

る生藍染めば、木繕などのセルロース系繊維に 1ま応用できたいが、絹のほか、羊毛など動物繊維に

染まり、ナイロンら着色する。

1. 染色法

葉藍を水と共にミキサーにかけ、ジュース状にした液に浸けて染める方法1)。生葉を細かく刻み、

水に浸け、上澄み液て染める方法2)。生葉を崖揉み、あるいは湯をかけて絞り汁を取り、少量の

汁を添加して染める 。などかある。本報でば、次に示すように、ジュース状の液を漉し、漉し

りの内容物と共に暖めtょがら用いる方法によった。

タデ藍の生葉250 gを L2l の水と共にミキサーにかけ、綿ガーゼの袋に移して漉し、もう一度同

じ操作て計500 gの葉藍を処理し、漉し残りの内容物の入った袋の口は縛って、漉した液にそのま

ま浸けて置く。次に、炭酸ナトリウムで微アルカリ性とした熱褐であらかじめ処浬した披染絹布

20~30 gを浸して 5 分間染めた後、散を暖めて40~45℃とし、その温度て20分間染める。その問、

葉藍の入った袋を時々撲んては絞り出し、有効成分を溶かし出すような操作を併行する。染め上

かったら披染物を絞っ文風にあて、軽く水洗して吊し干して風に当てる。乾燥しない間にさらにも

A
つ し風乾ずる。二度染めぱ一旦乾いたものを熟湯処理して染め、それによって葉藍

の必要量の合計ぱ披染物の40倍となる。なお、刈り取った生藍から得られる葉藍は、作柄にもよる

-4 9 -



が、一番刈りで有効量か

6~7 割である。使用し

た葉藍はすべて自家栽培

によるもので、葉藍 1 kg 

当たりの作付け面積は

0.27出を要した。

2. インジカンの酵素

分解と分光特性

葉藍中の藍は、因 l に

示すインジカソの形で含

まれていることがよく知

られてしる。そこでまず、

インジカンの試薬品（イ

ソドキシル /3-d グlレ

コース）の水溶液の分光

曲線を検討した。図 2 で

承すように、その紫外部

における 280 nm の吸収

ば、他のインドキシル誘

導体（インドキシル硫酸

カリウム、酢酸インドキ

シ）レ）水溶液の場合と同

じであるため、イソド‘­

ル環による吸収と推定さ

れるが、可視部には全く

吸収がたく、無色である。

次に、 このインジカソ

の0.1％水溶液100ccにタ

デ藍生葉液の 1 滴を添加

すると、数分の間に吸収

スペクトルに変化が生じ、
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図 3 で示すように、 300~500 nm vこブロードな吸収が現れるほか、 680 nm に特異的tょ浅い吸）収を

生じた。祝感ではごく薄い帯緑黄色である。このような変化は、藍植物のインド藍（マメ科）、ある

ぃ（まウォード（アブラナ科）の生葉液を添加した楊合ても生じるが、それ以外の植物て（ま、たとえ

タデ藍と同属であってもイヌタデのような、藍を含まない植物の生葉液の添加によっては変化が生

じないことを確認したので、合藍植物のみに含まれているインジカナーゼの酵素作用による変化で

あると詞断した。後で述べるように、イソジカンから出発する図 l のインジゴ系化合物の内で、イ

ンドキシル以外のものには280 nm の特性吸収を持つものが見当たらないので、おそらく、インド

ゾカンから糖か分離し、インドキ、ンルが生成したためであろうと推定した。この液に捐を浸ずと美

しい青色に染まり、同時に680 nm の吸収は消滅するが、インジカナーゼ末添加のインジカン水溶

液には、長時閉浸けておいても染色されない。なお、この680 nm の光は赤色光であり、インドキシ

ルの緑黄色の緑味は、この波長光の吸収によるためと見られる。

3" 生藍液の分光特性

前項 1 で得られたタデ藍の生葉液の吸収スペクトルは、図 3 で示すように、インジカン水溶液の

酵素分倍後の場合と同じ680 nm の特異的な吸収が存在していることが確認された。また、 この特

性吸収は、染色が進行するに伴い消滅した。したがって、生葉中のイソジカンの一部は、共存する

インジカナーゼの働きでインドキシルヘと変化した状態で存在し、その吸着が絹の着色に対応する

事がわかった。ただし、インド、キツルは、酸素の存在で直ちに二量化し、インジゴに変化すると言

われているので、その構造のままで吸着したかどうかが明確ではない。先述したように、インドキ·

ソルはごく薄い黄緑色であり、発色構造を持っていないので、発色は吸着後に繊維上て二量化して

インジゴに変わるためと仮定した。また、それ以外に考えられる吸着機構として、さらに次の 3 つ

の可能江を設けて検討した。

(1) 配紐体のインジカンのままで吸着し、繊維内でインドキシルとなり、さらにインジゴヘと変

｀わることによって発色するのではないか。

(2) 液中で不附性のインジゴにまで変化するが、ゾ）レ状で生成し、インジゴの構造をとって疏水

型吸着をするのではないか。

(3) 液中で二星化する院、先に分離した糖の還元作用と、｝夜のpH条件とによってインジゴリュウ

コ酸となって吸羞するのか。

まず、 (1)を試みるため、試薬品のイ‘／ジカ｀／水溶液に絹を長時間浸した後、インジカナーセを作

口させる実験を行ってみたが着色しなかった。インジカンのままで吸着されたかったか、あるいは、

吸着してもインジカナーゼが吸着しなかったためと判断し、 (1)の可能性を否定した。

次に、インシゴの試繋品を用いて、溶斉l （ア）レコー）レ等）に溶解し、分散斉認：溶かした水に注い
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でゾ）レ状に析出、分齢させた液を作り、絹を浸げたか、吸着させること 1まできなかった。

て、 (2)の可能性を否定した。

したかっ

次に、 (3)の可能性については、図 4 で示すインジゴリュウコ酸の分光曲線の結呆からば、生藍液

に存在する 680 nm の特性吸収の脱明ができないので、これを否定した。なお、図 4 には、生葉中に

含まれているにずのクロロフィルのスペクトJしを併せて示した。極大吸収が630 nm 付近にあるか、

インドキシルの特性吸収680 nm とまきもわしい吸収でばないことがわかる。

また、生藍液のpilは 6.0

酸化還元電位に—95 mV で

あったから、通常の藍建の

場合におけるpH9. 0 以上、

酸化還元電位ー700 m\「以

下に遠く及ぼず、

性リューコ

アルカリ

（図 1 のリュ

ウコインジゴ）の存在も考

えられないとすると、液中

のイソジゴ誘噂体は、結局、

前述したインドキシル以外
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にはあり得ない。 したがっ

インジゴリュウコ酸（水溶液）、インジゴ（アルコール溶液）
およびクロロフィル（水溶液）の紫外可視透過スペクトル

て、その680 mn の特性吸収茄染色によって消城するのは、 インドキシルのまま吸収されるためと

する最初の仮定を採択した。 なお、 この特性吸収は、そのまま放置しておいても次第に消減するが、

それは二量化によるインジゴヘの変化が液内部で経時的にゆっくりと起こっているためで、消滅し

た後に組を浸しても、 もはや染色できない。

4 "生藍色素の吸着機構

前項までの検討結果で、生藍液中の藍は、 インドキヽンルの状態で吸着したのち、二量化して発色

することが判ったが、 どのような楓構で蓋白繊淮に選択的に吸着されるのかが不明てある。 しかし、

インドキシルが不安定な物質であり、出離することもできないので、熟力学的な実験によること 1ま

不可能であり、次のような染色状態の比較によって推察ずる以外に方法はない。

まず、 この染色が、蛋白繊維、 および、 ナイロンのような両性繊維のみに可能であるということ

が第一の鍵とたる。

そこで、繊維のカチオ‘ノ基、 アニオン基のいずれかとインドキシルとの相互｛乍用を考えることtこ

なるが、絹繊維をごく薄い酸 (O.Olmol 程度）で前処理すると、微細構造に変化が起こると共にア

52-



ミJ され、カチオ となってアニオン染料との間の相互作用が強くtより、

増加ずるが、カチオン染料との閏てはその逆の現象が起こるということを前報で説明した'i）。 した

かって、逆にアルカリを用いて前処理し、アニオソ活性とした場合は、カチオン染料ぱ絹の活袢力

ルボニ）レ基との問て相万作用を受けることも用應に類推てきる。

生藍染めによる藍色素のビルドアップ性を、絹の前

処理条件を変えた応のについて検討するため、訂処理

した後、同じ染浴て同時に染色してそれらの表面色を

比べると、区 5 ように、絹を薄い酸て、前処理ず

るとヒ）レドア、ノプ性ば減少し、薄い炭酸ナトリウム液

で前処理しておくと増大ずることか確かめられた。し

たがって、インドキシルにば、電子受容部分があり、

繊維の活性化された力）レポニ）レイオンとの間の相互作

用の寄与により、吸着が促進されるということが推定

される。また、インドキン）レの電子受容部分に相当す

るものは、化学構造上で考えられる電子密度分布から、

インドー）レ環のイミノ基であろうと推定される。

以上の結果から、生藍染めの機構ぱ次のように要約

できる。
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図 5 藍生葉液で染めた絹布の反射スペクトル

ｮ 家蚕絹布
⑪ 希アルカリで前処理した家蚕絹布

ｩ 杵蚕組布
⑪ 希薄酸で前処理した杵蚕網布

l) 新鮮な藍生葉液中のインジゴ成分の一部は、帯緑黄色のインドキシルとして存在し、その構

造のきま絹などの両性馘維に吸箸される。

2) 吸着はインドキシルの電子受容部分であるイミノ基と、繊維のアニオン活性部分との間の双

ーイオン相互作用の寄与を受げ、吸恙後に二塁化してインジゴとなり、発色する。

本報の穴容の主要部分は、武屈｝ 1|女子大学紀要第36集に投稿中である。
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草木染めに関する若い女性の意識閲査

麓泉

草木染めに対ずる一般の閂心のたかまりは、決して偶発的tょものてはなく、自然志向を反映して

苦い年齢靡の間でらファ‘./‘ンョン感覚によって浸透してきたように思われる。高級和装洋品の場合

は、比較的高い年齢陪の好みによって決まる要素が克るが、合成用品の氾濫に対する差別志向と、

規格化、管理化社会に対する対立的tょ心理か働いているためか、やはり手作りの、非生産的な製品

としての草木染めに、底流的な人気があるようである。（手作り物に対する閏らは、海外の知識人に

も高く、その傾向ば、文明人袖0)閏て共通したものかある）。

このような草木染めに対する関心がいつまで続き、何処まて発展するかは、染色にたづさわるも

のにとっては気がかりなことであり、将来に対する見通しについてば、やはり若い人に問いかけて

みることが必要と思われる。

そこで、次のような意識調査を行った。調五対象は年齢19~21オの被服学を専攻する女子大生

（大学および短大）て、詞壱時闊は、昭和62年 6 月、および、 63年 6 月である。

I. 草木染めに対する感想文から

まず、 160名を対象に、草木染め関係の VTR (30分もの、 2 本、合計 1 時間）を見せて、原稿用

紙 1 ~2 枚の感想文を書かせてみた。 した VTR ぱ、「草木染め、紅花の里」（文部省選定、網

野映画製作）、「烏栂」 (NHK) 、「藍の四季」 (N日k) である。草木染め製品に対する感想を問うとい

うよりら、その制作過程を紹介することによって、草木染めの背景的なものに対する反応や見解を

見るのが主な目的でもあったのて、

受けた感銘を率直に述べたも 0)てあった

、た内容は、映像で紹介される染色工程について

平素、草木矢めに対して抱いている考えを付記してい

る者も多かったのて、次1こその幾つかを筒単に紹介ずる。

]) 草木染め製品に対する感性的評価

〇 暖かさ、優しさを感じる。

〇 洛ち着いた感じがずるのて奸ましいか、高価て手が出しにくい。

〇 上品な感じがする。

〇 独特の落ち着いた色の調和かある（合成災料では人工的な美しさを持つのに対して）。

0 日本人の感覧に合っている。飽きのこない愛着を感じる。素朴さを感じる。
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2) なぜ今、草木染めが良いのだろうか

〇 呈産時代で、誰でも欲しいものか直ぐ手に 1まいるから、個性の追求を草木免めに求めてい

るのではないか（手間をかけて少量しか染まらないところに価値がある）。

〇 省力化時代たから、去且って手間賑のかかる製品に興味を持つのてはないか。

〇 鮮やかな色合いに慣れてしまった多くの人が、草木染めの素太卜な色に惹かれているのでは

なし、か。

0 （自分達も）活動的で明るいビ‘ビットな色を好んでいながら、心の何処かで落ち着きの湯

られる（日本人の故郷のような）色を求めているからではtょいか。

0 人閏も自然界の一員に過ぎないので、自然で育ったもの沿恋しいのではたいか。

0 自然の香りがしそうな天然の物の方が安心なので（流行しているので 1、まないか）。

3) これから後の草木染めに関して

〇 ニューキモノに対する草木染めはどうだろうか。

0 （天然染料で染めた製品が）無くたらないて欲しい。

0 年齢と共にその良さが判って行くのではないか。

2. アンケートによる関心度の調査

昭和62年 6 月に、大学 3 年生33名、短大 2 年生36名を対象とした調査を行ない、 63年 6 月、大学

2 年生68名、短大 2 年生72名について、同一質問内容の調査を行い、調査人数は述べ209名となっ

た。調査結果は 3 つのグループ (62年度分、 63年度の短大 2 年分）に分けて表に示す。なお、 62年

度は、調査の数週間前に、前項の草木染めに関する VTR を見せたりする予備教育を行っていたた

め、回答にはバイアスがかかっている事も考えられるが、 63年度は予備教育無しで行っている。質

問形式は無記名である。

表における質問 1 は、誘導的なもので特に答えを重視した訳ではない。質問 2 は、染色堅牢度に

対する関心度を調べたものでこれも特に草木染めに限った内容で！まないが、消費者意識を呼び起こ

すための誘導効果を狙った。答えによると、約％が染色堅牢度を気にしており、各クブレープ共、同

じ比率であった。

質問 3 によって草木染めに対する関心度を見たか、半数以上が関心を持っていることがわかる。

関心がないと答えた者では、草太染めの価値がよく分からないからを理由にした者が多く、合成染

料と見分けか付かぬ、派手な色が少ない、と言うことを理由に上げた者が答えの約％を占めた。安

全性に注目した者は、答えの内の約 2 割である。その他の理由を上げた者では、「着ていて落ち着く

から」、「身近な感じがする」、「伝統を感じる」、「TVの放映で塾めているものを見て」等があった。

質問 5 の、草木染めの将来については、もっと普及する方がよい、バイオで生産性を挙げて合成
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染料に対抗する方がよい、と言う答えが多い，閲心派で多いのは当然と思えるが、無関心派にも若

下あるのか面白い。また、今は必要では食いカミ、将束愛好したいという者か全体の 3 割近くあって、

無関心派がその半数以上を占めている。つまり、彼女等は関心がないのは今だけで（おそらくは、

買ったり、著たりする余裕がたい）、年相応になったら、あるいは、自分に購買力が付いたら、手 1'こ

入れたいのであろうと思われる。合成染料でもよいと答えた者の数は 2 割近くに過習ず、全体とし

て将来への草木染め志向性は、この調査粘果から見るとかなり高いと考えて良いのではないかと思

われる。
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アンケート詞査結果（総対象人員209名）
--- .. 

一よ 疇ぇ；ー

昭和62] 昭和63年
大学 3 計
短大 2 年 大学 2 年 短大 2 年

1. サイズが合う手頃な値段の衣服が

あったときに

a. デザインが気に入ったら色にこた‘
2 4 2 8 

わらないて買う

bo 色が気に入ればテザインが少々悲
1 

゜
1 2 

くても買う

C 口色とデザインが両方良くなけれは
6 6 6 4 6 9 1 9 9 

絶対に買わ江い

2. 染色堅牢度について

a 口大変気にする 2 3 2 0 2 6 6 9 

bo あまり気にしない 4 2 4 7 4 6 1 3 5 

: 3 0 草木染め、ハーブ染めに
a. 大して関心かな＼ヽ 1 9 3 1 2 4 7 4 

b 。関心がある 4 5 3 5 4 5 1 2 5 i 

I c. 大いに閲しヽかある 6 2 3 i I 1 

I 4. 関心がないと答えた人
a. 合成染料の染色と見分1ナがつかな

2 7 6 1 5 
し、から

I 
b 。本物かどうか信用で含汰い 1 

゜
6 7 

I 

C. 価値がよく分からtょいから 1 5 1 4 , 
! 3 8 

d 。派手な色が少ないから 2 7 7 1 6 

e c 現時代の流行に過ぎ立い

゜
1 

゜
1 

i f,その他の理由 ゜
3 1 4 

l 5. 閲心があると答えた人
I 

a. 天然というだけて親しめる りJ , 6 1 8 

b. 安全な感じ 1 2 1 0 8 3 0 
; C 。落ち着いた渋い色、ソフトな優し

い色でまとまる
4 0 2 9 4 2 1 1 1 

d. その他の理由 3 1 1 5 

り草木染め駁品の将来性 関心 無関 関心 無関 閲心 無閲
翫 心尿 派 心派 派 心派i

a. もっと普及ずるほうかよい 2 5 3 1 7 4 1 5 5 6 9 
i 

b 。高級衣料品向けで十分

゜
1 

゜
2 

゜
3 6 

C. 賽級品と安全衣料品向けに 6 1 6 5 5 3 2 6 

d. 同色で安全なら合成てよい 6 7 7 5 6 7 3 8 
! 

e. 合成染料て補うよりもバイオて生
1 1 

゜
, 4 2 3 4' 5 1 

I 
産性を上げるとよい

f゜将来は愛好したい 1 1 5 , 1 8 1 0 5 5 8 
•~ ’“ ー く三→＇＂→←一 ら己 - ?= —/” 
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生花及び伐採樹木等による染織

渡辺久子

l ．緒言

染色の技術は、合成染料の開発にともたい目ざましい進歩を遂げ、現代は古来より入々が渇望し

ていたあらゆる色のi世界が実現したといってよい。しかし、急速な進歩発展にともなう過剰な物の

中での生活で、人々は再度、自然への回帰や自然な有りかたに憧れを抱きはじめている。色の世界

に於いても自然な色、穏やかた色茄求められ、特に衣料に於いてその傾向が著しいようだ。そうし

た嗜好に合う色として、いわゆる［草木染めカラー」がクローズアップされてきている。また、単

に色にとどまらず、その色がどのような植物で染色されたのか＼ということにも大きな関心が寄せ

られ、それが身近なもの（野菜など）であったり、ロマンをかきたてるもの（ハーブなど）であっ

たり、一種のステータスを匂わずもの（バラ、ランなど）であったりすることも人気の要素とtよっ

ているようだ。

以上のような背景とあわせて、都市の中で増々困難になりつつある染色植物の採集ということも

考え、その供袷瀕として生花業界と街路樹に注目してみた。生花業界はバイオテクノロジーを駆使

した大量生産と、輸送技術の飛躍的な進歩によって世界各国からさまざまな植物が輸入され、今や

一兆円産業ともいわれている。そうした花や植物は木来の目的に使われた後、特に都市に於いて（ま

大量に廃棄される。また、大気汚染や防音、環境保全のために植えられる街路樹に定期的に行われ

る枝下しの枝や、大規模な開発に伴い伐採された樹や枝も廃棄される。こうした都市拉特の花や木

のライフサイクルを利用することにより、現代の嗜好に合った色彩を得ることが可能と思われる。

以下、その試みについてまとめた。

2. ウール、絹の染色

l) 花による染色

花を用いた染色は山形県の紅花染め1)が有名で有る。また、塩酸により花弁から色素を抽出

して染色する方法2) もあるか、ここでぱ火のような方法で染色を行った。

①花弁を臀から摘み取る。

②適塁の水を加えて火にかけ 1 時間ほど煎じる。

③布て漉し、糸の20倍厄どの染浴に調整する。
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④あらかしめ湿らせておいた糸を繰り入れ、沸騰後30~60分煮染めずる。

⑤一晩放冷し、後、脱水しておく。

⑥媒染液を作る。（後媒染）

媒染剤を溶解し、糸の20倍の水に溶かし40℃くらいで糸を繰りしれ、沸騰後10~15分煮染め

する。

⑦室湿まで放冷し、後、よく洗い脱水し、乾燥する。

2) 樹皮による染色

①樹皮をノミなどでばぎ、水で洗って汚れを落とす、3

②以後はl) に同じ。

※アルミ媒染、錫媒染は先媒染を行った。

※媒染液iこは一部、乳酸、酒石英を併用した。また染色助剤として酢酸、重炭酸‘ノーダ等も

用いた。

※絹染めは80℃前後で行った。

※使用媒染剤ー Al カリ明ぼん

Cr 酢酸クロム

Cu 酢酸銅

Fe 硫酸第一鉄、木酢酸鉄

Sn 錫酸ナトリウム
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3) 染色データと茫色
-~ ~ --~ 

染料材料 使用望分 ! 使用料
(%) 被染物 媒染 発 色 日光堅牢度＊

ノ‘~ ラ 花弁（赤） 500 ウーJレ Sn バフ (8Y 6, 5/5) *3l • 

180 Al くすんだ黄 • 
Cr 桔色 ClOY 7,5/4,5)* • 

Fe チャコールグレー (5P 3/1)* 4~5 級4)

絹 Al くすんだページュ • 

Cr うすい灰緑 • 
Fe (5R 2/1)* 

゜花 弁 180 ウール Al くすんだ青味の黄 • （ピンク）
Cr (2, 5Y 7, 5/ 4) * • 
Cu 利久色（5,5Y 5,5/2,5)* 3~4 級

Fe チャコールグレー (5P 3/1)* • 
々府仁] Al くすんだ青味の黄 • 

Cr うすい利久色 • 
Cu 桑色 (2,5Y 6, 1/ 4) * • 
Fe 紫院の焦げ茶

゜茎、 500 カツミア Al くすんだ青味の黄 • 

150 絹 Fe 紫味の灰茶 • 

カーネー 花（ピンク弁) 700 ウー）レ Sn うすいローズ｀ピンク 2 級
ション

40 絹 ベビーピンク • （ドライ）

花、茎、葉 750 ウール Cu うすい青磁色 2 級 ss

桜 樹 皮 400 カシミア Al キャメルブラウン

゜Cu 赤褐色(lOR 3/4)* 

゜花 弁 絹 Al くすんだレモンイニロー • 

蒻 Sn 肌己がかったヒ°ンク • 

柘 櫂 樹 皮 530 原 毛 Cr うすい桑茶

゜Cu うぐいす茶(5Y 4/3,5)* • 

Fe モスグレー (5GY 6/2)* • 

*) 日光堅牢度は染色サンプルをガラス戸に 1 週間～ 3 週間程度はり、その変化を 3 種に分けた。

• 色に変化か左かった

〇 やや退色した

• はっきりとした変色、退色があった

＊印 色相の文字表現のため、小学館刊「色の手帖」のカラーサンプ）レおよび色名を参考にした。
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3. 制作について

糸（原毛）の染色からはじめ、手織により、主にウール、絹マフラー及びネクタイを制作した。

制作に当って注意を要したのは、退色、変色を起す色糸の使い方である［，無地をなるべく避け、ス

トライプやアクセントに使用するようにした。又、無地て使う時は、あらかじめ変色を進めておく

などの工夫を要した。製品は主に40代の女性に見てもらったが、暗色や喪色よりも、明る＜軽ろや

かな色に人気が有った。

4. まとめ

以上のように、生花店で扱われるさまざまな花や、都市に緑を添える街路樹を染色材料として

使った染色は十分に可能てあり、安定的な供給を得る工夫をすれば有意義な染料材料といえる。し

かし、花による染色では花本来のもつ色と同じ発色はなかなか得られす、たとえカーネージョンの

ように美しい色を得ても堅牢性に乏しかったり、バラのように苫しい変色を起こしたりもする。そ

の色が美しく、人々に好まれる色であるだけに作品制作にあたっては工夫を要する点である。より

堅牢な色や変化してもなお美しい、しかも時代のニーズに合った色を染色する研究は、そうした色

を広い分野で活用するために必要な事で有り、あらためて脚光を浴びはじめた草木、花iこよる染色

の今後の大きな課題といえる。

尚、生花の大最提供をいただいた京都銀花園の井上さん、また伐採樹等の入手に御助力下さった

当研究所長相宅省吾先生1'こ、心から御礼中しあげたい。

参考文献

1) 山崎青樹著「草木染コ糸染の基本」美術出版者

2) 月刊「染色 a」増刊号1987 飼染色と生活社

3) 「色の手帖j小学館

4) 麓泉著「草木染に関する研究」（第 4 報）
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